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契約結婚のはずですが!?
幼なじみの敏腕社長が離してくれません
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第一話

問題勃発











「今、融資の一括返済を迫るだなんて、血も涙もない。銀行は鬼だ」

　私、白井しらい真珠まじゅの目の前で、事務長の鈴木さんが唇を噛み締めている。鈴木さんのこんな顔は初めて見た。ひょうきんで優しくて、いつも冗談ばかり言って私を笑わせてくれる鈴木さんが、別人のように憔悴している。

「私が今から銀行に行きます。社長代理としてお話をすれば、きっと考え直してくださいますよ」

　しかし鈴木さんは悲しげに首を振った。

「お嬢さんは入社したばかりでしょう。銀行を説得できるわけがありませんよ」

「ですが」

「銀行はお嬢さんではなく、私に連絡してきました。つまりはそういう意味です」

　私はうな垂れた。

　悔しいけれど、鈴木さんの意見は正しい。

　就職して二ヶ月しかたっていない新米事務員の私。

　社長代理だなんて付け焼き刃の肩書きだって、自分が一番知っている。




　六月の季節にふさわしく、真珠加工会社「珠姫」の社長室には、じめついた空気が流れていた。

　私は大学を卒業してすぐに、父が経営するこの会社に就職した。

『もう世襲制なんて古いやろ。会社のことは気にせず、お前は自分の人生を生きたらええ』

　そんな父の口癖を真に受けて、私は家業を継ぐのではなく、事務員として父をサポートする道を選んだ。

　別にドラマティックでも何でもない、平凡な未来予想図。それは父の急死であっけなく潰ついえた。

　会議中にばったり倒れ、そのま還らぬ人になった父。

　享年五十五歳。

　あまりにも突然の出来事だった。




　鈴木さんは、拳を握りしめた。

「珠姫は、確かに小規模な下請け会社だ。しかし創立八十年を超える老舗です。それを潰してしまうなんて、大いなる社会の損失ですよ。死んだ社長に申し訳が立ちません」

　そして思いつめたような顔で立ち上がった。

「得意先に頭を下げてきます。土下座でも何でもして資金繰りをお願いしてきます」

「わかりました。では私は、電話をかけてみますね」

「頑張りましょう！」




　鈴木さんが去った後、私は両手で自分の頬を思いっきり叩いて気合いを入れた。

　これからの展開で、珠姫とスタッフの運命が決まるのだ。

「本当にちゃんとしなきゃ」

　スマホを取り出し、最初に思い浮かんだ人のアドレスを呼び出す。

　宝田たからだ文也ふみや。

　珠姫の大口受注先である、ジュエリー製造会社「ジュエリスト」の若社長だ。そして、私の幼なじみ。

　彼ならきっと、助けてくれる。

　ところが、番号をタップしようと思った途端、指先が止まった。

　彼は今ニューヨークにいると、週刊誌のスキャンダルで知った。

　ハリウッド女優との密会をすっぱ抜かれたのだ。

（……きれいな人だった。きっと今も、もしかしたら……）

　人生をおう歌している相手に、資金繰りのお願いなんて、自分で自分が惨めになる。

　やめようかと思ったが、鈴木さんの思いつめた表情が頭をよぎった。

　来年、定年を迎える人が、あんなに必死になっているのだ。

　私がここで頑張らなければ、スタッフを路頭に迷わせてしまう。

　『文也くん』の表示を凝視しながら大きく息を吸い、私は思い切って通話アイコンをタップした。

　指先の震えは、拳をぎゅっと握って押さえ込む。

　トゥルルル。

　スマホと廊下から同時に発信の音がした。

（え？）

　ドアが開く。

　黒いスプリングコートをさっ爽と着こなした、モデル体型の男性が入ってきた。持っていたスマホの画面をタップし、コートのポケットにしまうと、私に向き直る。

「……久しぶり」

　文也くんは、そう言うと片手を上げた。










第二話

おかしな提案











　工場の敷地内にある二階建ての我が家で、文也くんが仏壇に手を合わせている。

　少し癖のある色素の薄い茶色い髪に高い鼻。昔から「きれい」とか「かっこいい」とかありとあらゆる褒め言葉で形容されてきた、現代的な美貌を持つ彼。

　凛とした佇まいのせいか、畳敷き純和風の我が家が、武家屋敷のように格調高く見える。さっきから落ち着かない気分なのは、そのせいだと私は自分に言い聞かせた。

　合掌を終えると、文也くんは私に向き直った。

「大変だったな。葬儀に参列できず、本当に悪かった。どうしても調整ができなくて」

「ニューヨークだったんでしょ。仕方ないよ」

　そう言いながら、私は座敷に文也くんを誘う。

「実はまたとんぼ返りだ。ったく、こんなときに。新規クライアントとの交渉が長引いてて」

「もしかして、わざわざ帰ってきてくれたの？」

「当たり前だろ。遅すぎるぐらいだよ。そばにいてやれなくて、マジでごめんな」

　温かい言葉に、私の胸がとくん、と跳ねる。彼が私を気遣うのは、妹みたいに思っているから。図に乗っちゃダメだ、と自分で自分に言い聞かせる。

　ちゃぶ台の前で正座すると、文也くんは心配そうな表情で私に向き直った。

「そこで鈴木さんとばったり会ってな。話は聞いた。銀行と揉めてるんだって？」

　私は頷いた。

「ええ。融資は打ち切り。貸付金もできるだけ早く返してほしいって……」

「珠姫って、そんなに経営状況が悪かったの？」

「わからない……私、本当に何も知らないの……社長の娘なのに情けないわ」

　文也くんは私の肩を労うようにそっと叩いた。

「こないだまで大学生だったんだからそんなもんだろう。それに親父さんがこうなるなんて、誰も思わない。普通の感覚だよ」

　そう慰めてくれる彼は、幼い頃に母を、二十代前半で父を亡くした。私はどんな時でも、うろたえず気丈に振る舞う彼をずっと見てきた。

「文也くんは偉かったよね。学生の頃から、ジュエリストを手伝ってた。だからいざという時にうろたえなくて済んだんだよ」

「お前だって会社によく顔を出してたろ」

「お父さんの後にくっついて、みんなの邪魔をしていただけよ。お父さんの側にいたかったから」 

　在りし日の父を思い出し、胸がぎゅっと締め付けられる。

「うんと小さかった頃ってね、お父さん、ワーカホリックで、ほとんど家に帰ってこなかったの。だから私、お父さんの仕事が大嫌いだった。仕事なんて辞めて、いつも一緒にいてほしいって思ってた。あの頃の私は、お父さんが全てだったから」

　懐かしい思い出が蘇る。

「でもね。ある日、好きだったドラマに出てくるジュエリーが、うちの工房で作ったものだって知って、急にお父さんを尊敬するようになったの。それまで無関心だったのに、現金だよね。お父さんの仕事に同伴してたのはそんな理由」

　文也くんは黙って私の話に、耳を傾けている。

「父との思い出が増えたのは、珠姫のおかげだわ。だから私は、珠姫に恩を返したい。珠姫スタッフの技術力は最高よ。みんなを路頭に迷わせたくない……でもどうしたらいいの？　私には何もわからない」

　全てを話し終えた後、私はしばらく顔を上げられなかった。

　ああ、なんて馬鹿な伝え方をしてしまったんだろう。

　幼なじみのよしみでつい甘えてしまったけれど、きっと文也くんは呆れているはずだ。

　彼には、社長として四年間のキャリアがある。

　実務経験をたっぷり積んだ彼にしてみれば、私の吐き出した思いなんて、センチメンタルなざれ言にしか聞こえないだろう。

　もっとビジネスライクに話を進めたかったのに。苦い後悔が胸をよぎる。

　ポンポンと頭を叩かれる。

「お前はすごく頑張ってる。偉いよ。真珠」

「え？」

　顔を上げると真剣な眼差しと視線が合った。

「俺は世界一のジュエリーデザイナーを目指していた。だけど親父が死んだとき、きれいさっぱり諦めて、家業を継いだ。親父が育て上げた会社を、絶対に潰したくなかったから。俺だって最初から、まっすぐこの道を進んだわけじゃない。転んだ後に気づいたことだってたくさんある。今のお前と変わらない」

　そして文也くんは立ち上がった。

「俺、今から銀行と話してくるわ。詳しいことがわからないと対策も取れないだろう」

「そんな……文也くんには関係ないのに」

「何言ってんだか。さっきの電話は資金繰りの相談だろう？　違うのか？」

　鼻の頭をつつかれて、私は頬を赤らめる。

「ごめんなさい。その通りです」

　文也くんはにっこり笑った。

「いい選択だ。任せしておけ。まずは敵を知ることだ」

　明るい笑顔に、胸のうちがぽかぽかと暖かくなってくる。

　久しぶりにほっとしていた。私を一瞬で落ち着かせてくれる。文也くんは本当に特別な人だ。

　玄関まで見送ると、文也くんは私を振り返ってこう言った。

「お前がお父さんっ子で良かったよ。そうじゃなきゃ、俺たちは巡り合ってないもんな」

「え？」

「お前のいない人生なんて、つまらないから」

　なぜか妖艶な色気を帯びる、茶色の瞳。

　ギクッとして私は視線をそらす。

「本音だよ。じゃ」

　ひらひらと右手を振り、文也くんは家の前に横付けしたスポーツカーに乗り込んだ。

　ずるいなあ。

　遠ざかる車を見送りながら、私は心の中でため息をつく。

　父が死に、天涯孤独の身になった私は、ますます彼の境遇と近づいた。

　私と同じように、きっと彼も、私を特別に思っている。

　ただの幼なじみではなく、妹みたいに。

　だからいつもとびきり優しい。心の底から苦しんでいるときに、さりげなく、そばにいてくれる。助けてくれる。気にかけてくれる。

　それ以上を求めては罰が当たる。

　座敷に戻った私は、スマホを手に取り、ブックマークにアクセスした。

　ニューヨーク。店の前で唇にキスしている、ハリウッド女優と文也くん。背の高い二人。

　彼の唇は冷たいのだろうか。それとも暖かいのだろうか。私は知らない。何一つ。

（勘違いしちゃ駄目）

　いつもの言葉を唱えながら、私はスマホの電源を落とした。




　夕方になると、鈴木さんが戻ってきた。

「お嬢さん。完璧にやぶへびです。どのクライアントも銀行が手を引こうとしているのを知ると、新規の発注を止めると言い出す始末で、金策どころじゃありませんでした」

　私は愕然とした。

「そんな。珠姫の技術力は業界でも評判なのに……！」

「技術のＡＩ化が進んでいるのは御存じですよね。機械に作らせれば安く済む。今が潮時だそうです。破産申請を勧められました」

「そんな……」

「生き残る唯一の道は資本力のある企業に買収されることだそうです。しかし、珠姫を拾う奇特な会社はないだろうと小馬鹿にされてしまいました」

　まさかそこまで厳しい状況だったなんて。目の前が暗くなる。

「文也くん……宝田社長が銀行と話をしてくれているの。私たちを助けてくれるって……」

　ちょうどそのときスマホが鳴った。

「文也くんだわ」

　私は急いで画面をタップする。

『俺だ。今話し合いが終わったところだ。銀行には珠姫の一番の強みである手仕事の価値が伝わっていないみたいだな』

「そうなの……鈴木さんの資金繰りも、うまく行かなかったらしくて。どうしよう。文也くん」

　鈴木さんがすぐそばで聞いているが、動揺の余り、いつもの話し言葉になってしまう。

『付け焼き刃な資金調達では、どっちみち自転車操業を繰り返すだけだ。真珠。俺は珠姫の買収を考えている。どうだ。受けるか』

　たった今、最後の逃げ道と言われた方法が、文也くんの口から飛び出した。鈴木さんが、私に指を丸めてＯＫサインを出している。

「こちらからお願いしたいぐらいだわ。でも、いいの？」 

『ああ。ただし条件がある』

　声のトーンが一段下がった。

『今夜二人だけで話がしたい。八時に迎えに行く』

「わかったわ」

『じゃあ、後でな』

　会話を終えると鈴木さんが私の手を握りしめてきた。

「やりましたね。お嬢さん。捨てる神あれば拾う神あり。これは珠姫にとっての蜘蛛の糸ですよ！」

「本当に……でも……条件があるらしいんです。応えられるでしょうか」

　鈴木さんはきっぱりとこう答えた。 

「応えるしかないでしょう。唯一、希望の道なのですから」

　確かに鈴木さんの言う通りだ。私は大きく頷いた。




　約束の十分ほど前に、文也くんは赤いスポーツカーで現れた。

　てっきり家の中で話すのかと思いきや、文也くんは助手席を空けて私を誘う。

「さあ、どうぞ。お姫さま」

　私は慌てた。

「どこかに行くの？　少しだけ待って。着替えてくるわ」

「そのままでいいよ。黒いワンピース、よく似合っている」

「バッグだけでも」

「いいから、早く乗れ」

　そう言われて私は仕方なく、助手席に乗り込む。

「よろしくお願いします」

　私は助手席で赤くなって俯いた。もし外出するとわかっていたら、それなりの洋服に着替えたのに。

　文也くんの指がそっと私の耳朶に触れる。

「真珠のピアス、可愛いな」

　髪の毛に隠れて、チラッとしか見えないはずなのに。

「さすがジュエリストの社長だね。目ざといな」

「別に職業病じゃない。お前のだから」

　問題発言の後、文也くんはギアを入れ車はゆっくりと走り出す。

　いつもこんな感じだ。私のことを特別扱いしているみたいな、意味深なセリフをさらっと言う。

　罪な人だとそのたびに思う。

「どこに行くの？」

「内緒」

　あっさりと言われ、私の胸はざわめき始める。

　狭い車内に文也くんと二人きり。家の中より距離感が近い。

　そんなシチュエーションに、私がどれだけ緊張しているか、彼は全然わかっていない。

（鈴木さんに同席してもらった方が良かったかな……）

　そう思った後、苦笑する。

　また長期出張に出かけるのであろう彼と、二人っきりで話がしたかった。その望みが叶っただけなのに、いざとなると怖じ気付くなんて。

（昔の私はこうじゃなかった……無邪気に文也くんの後を追いかけてたな……）

　窓の外を見ると、小学生ぐらいの女の子が、背の高い学生服の少年と手を繋いで歩いている姿が、目に飛び込んできた。

「兄妹かな」

　文也くんが言う。

「多分そうだよね」

「俺たちの昔を思い出すな」

「うん……」

　相づちと共に思い出が蘇る。

　私と文也くんが出会ったのは、十年以上前のこと。

　私が小学校四年生で、彼は中学三年生だった。




「まじゅ……へえ。真珠しんじゅって書いて『まじゅ』って読むんだ。可愛い名前だね」

　膝を曲げて視線を合わせ、文也くんが話しかけてくる。

　白いＴシャツ姿の彼は、当時から身長が１８０cmを超えていて、中学生らしからぬ、大人びた雰囲気を持っていた。




　その日、私は、父と一緒に文也くんの家に来ていた。

　ジュエリストの元社長だった文也くんの父と、私の父は工業大学の同期らしい。業界のパーティーで再会した二人は、幾つかの共通点で意気投合、友情を家族ぐるみへと昇華させた。

　それから数年にわたり、私と文也くんはお互いの家を行き来する仲になる。

「可愛くない。みんな変だって言うもん」

　私は口を尖らせた。振り返れば、すごく生意気な子だったと思う。初めて出会った、うんと年上のお兄さんに、そんな口をきくなんて。

「へえ。自分の名前が嫌いなのか。もったいないな」

　そう言われて私は首を傾げる。

「もったいない？」

「そりゃそうだろ。だってさ……そうだ！」

　文也くんはいたずらっぽい目で私に囁いた。

「今から俺の部屋に来る？　いいもの見せてやるよ」

　まるで誘拐魔みたいな誘い文句。

　父たちは、椅子に座って話し込んでいる。黙っていなくなると叱られるかもしれない。

　しかし私はいそいそとついて行った。単純に、構ってもらえたのが嬉しかった。

　文也くんの部屋は、とても奇妙だった。大きな部屋の片隅にベッドがあり、壁には工具がたくさん並んでいる。部屋の中央には木造りの作業台があり、そして棚の上には、たくさんのジュエリーが飾られていた。

　部屋というより工房だ。

「きれい……」

　私はガラス扉に張り付いた。

「全部俺が作ったんだよ」

　得意げな声音で彼が言った。

「お兄ちゃんが？　すごいね」

「ああ。ちまちました作業が好きなんだ。時間を忘れる。真珠は宝石の名前、どれぐらい言える？」

「ダイヤモンド……ルビー……他は……あんまり」

「じゃあ俺がレクチャーしてあげましょう」

　子供だった私に、文也くんは丁寧に、ひとつひとつの名前を教えてくれた。

　私は夢中になって彼の声に耳を傾けた。 

「……世界には色々な石がある。その石を磨けば宝石になるんだ。かっこいいだろ。けどさ俺が一番好きなのは」

　文也くんは扉を開くと、紫の箱をテーブルに置いた。 

「この中には、なんと！　俺の宝物が入ってる。お前だけに見せてやるよ。何だと思う？」

「わかんない」

「じゃーん」

　文也くんは思いっきりもったいぶって蓋を開けた。中から白くて小さな玉が現れる。

「さあ。これは何でしょう」

　いたずらっぽい目で文也くんは尋ねる。当然とばかりに私は胸を張った。

「真珠」

　知らないわけがない。

「そう。どんな宝石よりも俺は真珠がきれいだと思う。母さんの形見だ。いつかジュエリーに加工して、大切な人にプレゼントするつもり」

「大切な人……」

　羨ましいとそのとき感じた。まだ見ぬ誰かに向けた、生まれて初めての、かすかな嫉妬心。

　大きな手のひらが私の頭をわしゃわしゃと撫でる。

「世界一可愛い名前だよ。真珠」

　胸がカッと熱くなる。今彼が褒めたのは名前だ。私自身のことではない。それなのにすごく嬉しい。スキップして踊り出したいくらい、浮かれてしまう。

　彼と出会った初めての日。

　大嫌いだった名前が、大好きになった。




　車は街中を離れ、山道を登っていた。

「あの、本当にどこに行くの？」

「内緒だって。着けばわかるから」

　高台を登り切ると、文也くんはようやく車を止めた。

　助手席が開き、手を取られて車からおりる。

　少し触れた手のぬくもりにドキッとして、すぐにその感情を打ち消す。今は心を乱されているときじゃない。

　大切な、ビジネスの話が待っているのだ。

　ところが、次に目にした光景に、私は息が止まりそうになった。

　それはとても美しい夜景だった。

　宝石箱をひっくり返したような、目を見張るほど、きらびやかな景色。

　木の柵に両手を置いて、見入っていると後ろからふわっと抱きしめられる。私の頭の上に彼の顎が当たって、彼の声がビリビリと鼓膜を震わせる。

「きれいだろ。まるで宝石みたいだろ」

「うん……」

「親父さんもきっと、ここで見ている」

　バックハグも、キザなセリフも、手の込んだサプライズも、私が期待しているような意味はない。彼は大切な妹を全身全霊で慰めているのだ。それがわかっていても……胸が震える。

　抑えていた想いが、暴れ出しそうになる。

「銀行はやはり珠姫の将来性が不安らしい。人の手には機械にはない味があるし一度捨てた技術はおいそれと戻ってこない。しかし銀行は一年先の未来しか見ていない。今のままでは厳しいと言う判断だった」

　文也くんがゆっくりと語り始めた。

　私たちが宝だと思っているものは、世間では評価の対象にならないらしい。

　予想はしていたものの、気持ちが落ち込む。

「文也くんは珠姫のことをどう思っているの？」

「俺は珠姫の技術力が欲しいんだ。いくらお前のことが可愛くても、ただ義理人情だけで手を差し伸べるわけじゃないよ」

　私は両目を見開いた。 

「……本当に？」

「こんな時代だからこそ、手作りに付加価値が付くと俺は見ている。元々未来への投資に新部門を作ろうと思ってたんだ。新しくスタッフを雇うのをやめて珠姫をごっそり頂く。俺の計画はそんな感じだ」

　心臓がバクバクし始めた。

　ただ一人。文也くんだけが珠姫の価値を認めてくれた。

　そこまで言ってもらえるのなら、ためらうことは何もない。私はゆっくりと体を返して彼と向き合う。

「条件を教えて。何だって聞くから」 

「お前な、そんなこと言っていいわけ？」

　文也くんは苦笑する。

「いいよ。だって、珠姫は崖っぷちだもの。鈴木さんが言ってた。これは蜘蛛の糸だって。離しちゃ絶対ダメなやつ」

　私は深く頭を下げた。

「文也くんって本当に優しいよね。私、いつもあなたに助けられてる。きっと天国の父も喜んでいるわ。ありがとう。良かった。私が頼りないせいで鈴木さんやスタッフに、迷惑をかけっぱなしだったから、ほっとしたわ」

　感謝の言葉を告げたのに、なぜだか文也くんは真顔になった。

「お前はいつも人のことばっかりだな」

「え？」 

「少しは自分を労ってる？」

　どういう意味だろう。

「会社やスタッフ……もちろんみんな大変だよ。だけど一番苦しかったのはお前だろ。それなのに口から出るのは他人のことばっかり」

「そんなこと……」

「ある」

　文也くんはそう断定すると、私の顔を覗き込んできた。

　顎をすくい取られて切れ長の目と視線が合う。星を幾つも宿したような美しい目だ。百万ドルの夜景よりもきれいだ。いつまでも見ていたいと思わされるほど、魅力的な瞳。

「葬式のとき、お前、泣いた？」

　見透かされるような瞳の光に射すくめられ、私はピクリと肩を震わせる。

「泣いて……ない……かも」

「やっぱりな」

　彼に聞かれるまで、意識したこともなかったけれど、確かに私は泣いていない。

　どうして見抜かれたのだろう。彼はその場にいなかったのに。

「そんな暇なかったもの。社長の娘としての責任があるし」

「健気だな。まだ二十三なのにさ。だけど、その責任は俺が背負う。今はちゃんと悲しんでおけよ。でないと後で、どっと来るぞ。そうなるときつい。未来のためにもここで泣かなきゃ絶対にダメだ」

　厳しいけれど思いやりのこもった、優しい言葉。

　堰を切ったように、こみ上げてくるものがあった。

　ぽろりと涙がこぼれ落ち、それからは止まらなかった。

「よしよし」

　もう一度引き寄せられて、背中を撫でられる。かんきつ系のコロンの香りが、疲れた体をふわっと包み込んでくれる。

「ご、ごめんっ……これ、ブランドもののシャツでしょ……汚れちゃう」

　しゃくりあげながらそう言うと、文也くんはくくっと笑った。

「この画面でそのセリフかよ。ムードがないな」

「ご、ごめんなさい」

「嘘だよ。ちょっといじめたくなっただけ。全くお前は気遣いの塊だな」

　文也くんは涙をそっと指先で拭い、白いハンカチを渡してくれる。

　私はチンと鼻を噛み、また彼の胸に頬を寄せた。

「思い出は切ないけどさ、大切なもんなんだぜ」

　優しい声に励まされ、私は頭の中に父の面影をたくさん浮かべた。

　大好きだった父。唯一の肉親。私をずっと守ってくれていた人。

　その存在が急に消えた。悲しいに決まってる。でも、そんな姿を見せてはならないと思い込んでいた。社員の士気を落としてしまう。それだけは絶対に嫌だったから。 

　涙が次々に頬を伝う。 

「よしよし。それでいい」

　彼の手はリズミカルに私の背中を上下する。

　私は彼の目をじっと見た。きれいな顔。涼しげな瞳。頬が赤くなっていく。

　気持ちがあふれそうになっていく。文也くんの顔色が変わった。いけない。視線をそらそうとしたがままならず、私は胸をときめかせながら、彼の顔をじっと見る。

　文也くんの手が私の頬をゆっくりと撫でおろす。

「目を閉じろ」

　掠れた声だ。この雰囲気は、よくない。危険なゾーンに踏み込もうとしている。

　わかっているのに抗えず、私は指示に従った。頬を撫でていた手が離れ、指先が唇の輪郭をなぞる。

　体の内側が熱くなり、羞恥心がこみ上げてきた。

（私ったら……何をしてるんだろう……もしかして、何かのスイッチを押してしまった？）

　慌ててまぶたを開けようとしたとき、生暖かいものが唇に触れる。

　私は両目を見開いた。至近距離に彼の顔がある。思わず両手を彼の胸に押し当てて突っ張った。

「今の、何？」

　はあはあと息を弾ませながら彼に聞く。

「キスだよ」

　私は混乱した。私が知りたかったのは、行為の呼び名ではなくて、理由だ。

「わからなかったんなら、もう一回してやる」

　再び彼は唇を重ねた。

　悪びれない彼の態度に、私は驚きの余り口を開き、ぬるりとした舌を受け入れてしまう。

　幼なじみでクライアントで、兄のような存在。

　そんな彼とキスをしている。しかも生まれて初めてのキスだ。

　経験はなくてもわかる。このキスは巧みだ。

　思考が奪われてしまう。

　歯列を割って長い舌が口の中深く入ってくる。甘い吐息と唾液を送り込まれる。

　あまりにも気持ちが良すぎて、抵抗などできそうもない。

　唾液の糸を引きながら唇が離れ、私はぱちぱちと瞬きをしながら彼の顔をじっと見た。

　ぎゅっと抱きしめられ、頭を撫でられる。

　これはきっと彼なりの慰めなのだ。私が……無防備な態度を見せたから。

　現に私は、新しいスキンシップに癒やされている。このまま何も考えずに、彼のすることに身を任せたい……。

　そう思った次の瞬間、脳裏にゴシップ誌の写真が蘇った。

　美しいハリウッド女優と、街中で唇を交わしていた彼。

　体がこわばる。

　私は彼の胸元に両手を押し当て、思いっきり突っ張った。

「駄目……」

　すぐに手首を握られた。まだ不可思議なムードは継続している。

「なんで？」

　視線が、声が、手首を握る手のひらが、彼の全てが蕩けるように甘い。

「なんでって……」

　当然みたいな顔をされて、私は戸惑った。

「買収の条件。俺からの要求はただひとつだ」

　文也くんは私の目をまっすぐに見て、この上なく真剣な顔でこう言った。

「俺の嫁になれ。真珠」

　予想外のセリフに、足が震えた。

「どうして。なぜ、買収の条件がそれになるの」

「嫌なのか」

「当たり前でしょ」

　理由もないのに結婚なんて、間違っている。

　それに文也くんには、付き合っている人が複数人いる。ネットの噂はきっと本当だ。

　文也くんは一瞬絶望したような表情を浮かべた。

「お前はいつも即答だな。少しは考えろ」

　私は首を左右に振る。

「お願い。わかって。文也くんは私にとって大切な家族なの」

　だから意味不明なことはしないでほしい。

「……兄貴みたいな、か」

　苦しげな彼の声に、私は頷く。

「そう」

　彼が今までどんな女性と浮き名を流してきたか、それなりに知っている。

　ずっと見つめ続けていたのだもの。そしてとっくの昔に決めている。

　浮気をするような人は選ばない。

　両手が恋人繋ぎに握りこまれる。

「お前の気持ちはわかった。しかし、これ以外に方法はない。買収となれば役員を説得する必要がある。残念ながらうちのトップも銀行と同じく、効率化第一のメンバーが多い。当然反対に遭うだろう。が、結婚が絡めば話は別だ。もろ手を挙げて賛成してもらえる」

「どういうこと？」

　ゆっくりと繋がれた手が離れていく。

「実はジュエリストにお家騒動が持ち上がっている。従兄弟が社長の椅子を明け渡せとうるさいんだ。彼も結構なやり手でな。実際に会社を乗っ取られるかもしれない。従兄弟は結婚しているが、俺は独身。そこが信用の差に繋がっているらしい。だから俺の支持者は誰でもいいから結婚しろとせっついてくる。もううんざりなんだ」

「で、でも、そんな理由で買収が決まるものなの？」

「ああ。珠姫の価値より、妻の窮地を助ける、といったお涙頂戴のストーリーの方が、年寄りたちの受けはいいんだ。くだらないけど、そういうものだから、しょうがない」

　文也くんの目が冷たく光る。

「お前は会社の存続。俺はうるさい雑音を一掃できる。お互いにメリットのある話だろ。もちろん籍は入れない。偽装結婚だ。買収が終わってほとぼりが冷めれば、解消しよう。ちょうど喪中だ。辻褄は何とでも合わせられる」

　流れるように説明を続ける文也くんの姿に、私は唇を噛み締めた。

　確かに合理性のある話かもしれない。理屈だけならそうだ。しかし私には心がある。名前だけの妻なんて虚しすぎる。

　もう一度断ろう。文也くんは私を無邪気な子供だと思っているのかもしれない。

　だから残酷な提案ができるのだ。

「ごめんなさい……あのね……」

「断る前にこれを見ろ」

　と、文也くんがコートからスマホを取り出し、私の目前に画面を突き出した。

「鈴木さんからのメールだ。スタッフ一同喜んでいると書いてある。買収話が無くなったら、がっかりするだろうな。それでいいのか？」

　喜びの声がつづられた、長文メールに目を走らせながら、私の胸は罪悪感でいっぱいになった。鈴木さんには黙っていれば良かった。後悔しても、もう遅い。

「お前の答え次第で運命が決まる。どうする。今すぐここで決めろ」

　文也くんは私に選択を迫る。

　彼にはずっと優しくしてもらった。今ここで慰めてくれたことも、買収のことも……。

　さっきまでは、無理だと思っていた偽装結婚が、選択肢のひとつとして湧き上がってくる。

　私さえ、うんと言えば全ては丸く収まる。でも辛い。私には彼に対する思いがあるのだ。

　彼の目の前で私は必死になって考えた。考えて考えて考えて……。

　ようやく顔を上げる。

「卑怯……だよ。文也くん」

　途切れ途切れの声でそう言うと、それだけで文也くんには伝わったらしい。

　今まで見たことがないぐらいの、満面の笑顔を向けられて、私は思わずその顔に見とれる。

　頬に両手が伸びる。温かい手に挟まれて上向かされる。

「それでお前が手に入るなら、俺はいくらでも悪になるぜ」

　そして彼は真顔で宣言した。

「偽装結婚。始めるぞ。真珠」

「偽装結婚……」

　インパクトのあるその言葉が、深々と胸に突き刺さる。

「待つのはやめた。俺に従え」

　きっぱりとした声に魅入られたように、私は思わず頷いていた。










第三話

悩める日々











　数日後、文也くんはニューヨークに行ってしまった。

　社長不在の間にも、敏腕秘書と鈴木さん、そして私の間で買収の話はトントン拍子に進み、老朽化していた工場は閉鎖、珠姫はジュエリスト本社の一角に、新しいフロアを設けることになった。賑やかだった敷地内には、誰もいなくなり、古い日本家屋に私だけが取り残されている。

　私は珠姫を退職した。

「お前は取りあえず家にいろ。偽装結婚がバレたら元も子もないからな」

　文也くんにもそう言われていたし、私の給料まで出してもらうのは申し訳ないと感じたからだ。

　文也くんが最も欲しがっているのは熟練スタッフ。私はそのニーズに当てはまらない。

　海外出張中の間、彼からの連絡は全くない。

（本当に仕事なのかな……）

　広い家の中にたった一人でいると、暗い疑惑が頭をよぎる。今頃、例のハリウッド女優と逢い引きしているのではないだろうか。

　そしてすぐに打ち消すのだ。私は本当の妻じゃない。お互いの利害を求めた偽装結婚だ。かりそめの婚約者。そんな私が一人前に、嫉妬心を抱くなんて間違っている。




　ある日、鈴木さんが家を尋ねてきた。

「もうそろそろ、社長がお戻りのようですね。もちろん御存じでしょうけど」

「いいえ。全然。彼はオンラインメッセージが苦手なんです」

　私はそう言って肩をすくめる。

「お嬢さんに近況を報告しておこうと思ってきたんです。みんな、今まで以上にのびのびと仕事をさせていただいています。特に技術の連中は最先端のマシンが揃っていて、見ているだけで楽しいそうです。本当に宝田社長には感謝しかありません」

　その言葉に、抱えていたモヤモヤが消えていく。

　こんなに喜んでくれている人がいる。私の選択は間違いじゃなかった。

　翌日、文也くんから帰国の連絡が入ってきた。

　文也くんが手配してくれたタクシーに乗って、セレブの居住区として有名な、超高層タワービルに到着する。ビルの隙間に夕日が顔を出していた。もう少し時が進めば、月がとてもきれいに見えるだろう。

　広いエントランスを歩き、エレベーターに乗り込む。

　文也くんの部屋は最上階にあった。

　チャイムを鳴らした途端に、心臓が早鐘を打ち始めた。

「空いてる。どうぞ」

　インターホンから声がした。

　ドアを開けると、廊下には誰もいなかった。

　とても良い香りが漂ってくる。これは多分ブイヤベースの匂い。

「今日は……」

「入って」

　文也くんの声。出迎えてはくれないらしい。

「失礼します」

　廊下を早足で進みながら、突き当たりのドアを開ける。

　白い壁に黒い縁取りのある、はめ殺しの窓が印象的な、広いリビングが目に入った。

　いかにも都会のＣＥＯにふさわしい、スタイリッシュな部屋だ。置かれてある調度類も、一見して高価なものだとわかる。

「座ってて」

　リビングにも彼の姿は見当たらず、声だけが聞こえる。私はぐるりと周囲を見回した。

　部屋の中央にある大きな木製テーブルの上に、ムール貝や伊勢海老などを使った、地中海料理が並んでいる。

「うわ、美味しそう……！」

　私は感嘆の声を上げた。彩りも香りも極上だ。思わずよだれが出そうになる。

　間近で見ると、木製のテーブルはかつて文也くんが作業台として使っていたものだとわかった。

　天板にそっと触れ、子供時代に思いを馳せる。無邪気だった頃の楽しい日々。大人になる前の美しいひととき。

「お久しぶり」

　エプロン姿の文也くんが現れた。ミトンをつけた手は、赤い鍋の取っ手を握っている。

　今までキッチンにいたらしい。

「これ、全部文也くんが作ったの？」

　驚きを隠せない私に、文也くんはあっさりと言った。

「そうだよ。料理は出張中に覚えた。海外ではホームパーティーが多かったからな」

「すごいよ……！　帰国したばっかりなのに準備が大変だったでしょ」

「ちっとも。真珠姫を喜ばせられるなら本望です」

　文也くんは鍋をテーブルに置き、ミトンとエプロンを脱ぎ去った。

　私は彼に真正面から向き合った。

「この間鈴木さんが家に遊びに来てくれたの。とても生き生きしていたわ。みんな楽しく仕事をしてるって。文也くんのおかげよ。本当に本当にありがとう」

「お礼を言うのはこっちの方だ。宝物を二つももらった。珠姫と、あとひとつは……お前」

　せっかく頭の整理がついたのに、こんなことを言われれば心は動く。

　しかしほんの一瞬だ。もう、進む道は決まったのだから。

「結婚について、改めて私なりに考えみたの。文也くんの恩に報いたい……覚悟を決めたわ。今日はそれを言いたくて」

「やっとその気になったか」

　自信に満ちた声で文也くんが言う。

「ええ。あのね」

「ちょっと待った。まずは食事から」

　文也くんにそう言われ、私はこくりと頷いた。




　食事の間中、私たちは思い出話に花を咲かせた。

「このマンション、すごく都会的だね。前はもっと素朴な感じのインテリアだった」

　私は工房みたいだったあの部屋を思い出していた。

「ああ。いかにも社長っぽいだろ。代替わりしたとき、自分を新しく変えていこうと思って。それまで持っていたものはほとんど捨てた」

　合理的な文也くんらしい考えだ。

「けどさ、実家を売っぱらったとき、こいつだけは持ってきた。なんか、捨てられなくて」

　文也くんは、長い指先でテーブルをなぞる。とてもセクシーな仕草だった。

「この上で色んなものを作ったからな。ガキの頃から、ずっと」

　文也くんの指先はとてもきれいだ。ほんの数年前まで、この指でたくさんのジュエリーを生み出していた。

「文也くんはもう、デザインはしないの？」

　思わずそう尋ねてみる。

「しない。経営は片手間ではできない。最初からクリエイティブは、親父の後を継ぐまでと決めていた。まさかこんなに早くそのときが来るとは予想してなかったけどな」

「そうなんだ。私は、文也くんのジュエリー好きだった。清楚な感じで」

　いつか欲しいと思っていた。そんな言葉を私は飲み込む。

「心残りは？」

「ない。今の仕事に満足してる」

（この人はすごいな。昔から口にしたことは全部叶えている……捨てるものも残すものも、全部自分で考えて、人生を完璧にコントロールしてるんだ）

　そう気づいた瞬間、いたたまれなくなった。

　私もジュエリー業界の父親を持ち、その世界に憧れて育った。

　それなのに、方向性や見ている世界が全然違う。のんきに、なんの目的もない日々を過ごしていた。だから父の死後、会社と社員を路頭に迷わせるところだった。もう二度とあんなことにはならないよう、これからは、しっかり考えて生きていく。

「本当に美味しかった。ありがとう。文也くん」

「シャンパン飲む？」

「ううん。アルコールは苦手なの」

「そうか。残念」

　私は改めて文也くんに向き直った。

「結婚のこと、話していいかな」

「ああ。頃合いだな」

　微笑みながら文也くんは頷く。私は一気にこう言った。

「私、文也くんが他の誰かと恋愛しても気にしない。ちゃんとわきまえてるから。これは愛のない結婚だって」

　文也くんの笑顔が一瞬でこわばった。

「愛のない結婚……そんな言葉が聞こえた気がしたが、空耳か？」

「いいえ。間違いなくそう言ったわ」

　私は繰り返した。

「愛のない結婚だから、他の人との恋愛はＯＫよ。私は、文也くんの足かせになりたくないの。これは契約結婚だって、ちゃんとわかってるから」

　目の前にある文也くんが、ものすごく深刻な表情になった。

　どうやら激しく滑ったらしい。ヘビーな話をあえてライトに伝えてみたが失敗だった。

「……なるほど。俺とお前の結婚感には、随分な食い違いがあるみたいだな」

　暖かだった空気が、一瞬で変わった。文也くんはグラスにシャンパンを注ぎ、私に向き直る。

「で？　いつから同居する？」

「え？」

「善は急げだ。お前、今夜はうちに泊まれ。引っ越しの手配は俺がしとくわ」

「あのね、なんの話？」

「夫婦が一緒に住むのは当たり前だろ」

「私たち、ただの偽装結婚……」

「偽装結婚から偽装を取ったらただの結婚……って言うか、俺はもう、お前を帰す気ないんですけど」

　ゆらり、と文也くんはシャンパンのグラスを持ったまま立ち上がり、私の隣の椅子に移動した。

　酔っているのか、目のふちが赤くなっている。

「俺も、色々考えてたんだよな。結婚の条件」

「そ、そう。聞かせて」

「いいよ」

　私に視線を向けたまま、文也くんはシャンパンを一気に飲み干した。そして囁きかけてくる。

「結婚の条件。それは……『愛してる』と言いあうこと。目と目を見つめ合って、ほら、こんな感じで」

　なぜか彼の声は掠れていた。

　切羽詰まっているような、色気のある声に心臓がトクンと音を立てる。

「え？」

　たじろぐ私の右手を、文也くんは握りこむ。

「嘘でもいい。そう言ってくれれば、俺は……」

　すがるような目つきで囁かれ、私は息を飲む。

　やっぱり彼は何もわかっていない。

　私がどんな気持ちで、契約結婚を受け入れたか。

　彼の周囲にある女性たちの影を、やり過ごそうと思えるようになったのか。

　全然わかってくれていない。

「無理よ」

　私は静かにそう告げた。

「どうして」

「嘘は嫌いだもの。偽装結婚は対外的なアピールでしょう？　二人だけのときには正直でいたいの。本当の自分に戻りたい」

「本当の自分……か」

　握られた手に力がこもっていく。

「痛いわ。離して」

　私は恐怖を感じ、こわばった声でそう言った。

「駄目だ。離さない。これからはずっと俺の元に縛り付けてやる」

「え……？」

　文也くんはぱちぱちと泡立つシャンパンを口に含み、そのまま顔を近づけてきた。

「あ……」

　あまりにも唐突で、抵抗することなどできなかった。

「ん……」

　唇を開くとすぐに、ほろ苦いアルコールが流し込まれてくる。

　唇を交わしたのは二回目だ。

　丘の上でされたあのときも、心臓が震えるほどドキドキした。体から力が抜けていく。シャンパンのせいだ。ほんの数分前、アルコールが苦手だと伝えたのに。彼は覚えていないのだろうか。それともわざとなの？

　ぬるい液体をゴクリと飲み下せば、今度は舌が入ってきた。流れるような手管に目眩がする。

「んん……」

　心臓が激しく高鳴っている。頬はきっとゆでダコみたいに赤らんでいるだろう。

　偽装結婚という怪しい響き。

　嘘の関係だがこれくらいのふれあいなら……。

　きっと神様も許してくれる。どうせ初めてではないのだもの。

　ところがそれだけでは終わらなかった。唇が離れ、荒い息を吐いていると、今度はいきなり私のウエストに手が伸びる。

「何する……の」

　悲鳴をあげる私の口を、大きな手のひらがそっと塞ぐ。

「騒ぐなよ」

「んんっ」

「じっとしてろって」

「や……」

「俺の言いつけを聞きなさい」

　優しいが有無を言わさぬ口振りで彼は言った。

　いや、それは無理だ。キス以上のことなんて。想定外すぎる。

「止めて」

　少し手のひらの力が緩んだ隙に、私は彼に訴えた。

「無理だな。だって俺は、お前の夫だろ。それに普段からこうしてないと、バレるぞ。お前、嘘が下手そうだし」

　ブラウスをまくり上げ、へそのあたりを触りながら、文也くんは感じいったようにこう言った。

「お前の肌はすべすべだな。真珠の表面を触っているみたいに滑らかな肌触り。最高に気持ちがいい」

　フガフガともがく私を見下ろしながら文也くんは楽しげな表情を浮かべる。

　彼の手が、ブラの上から乳房を揉んだ。

（なんてところを触ってるの……！）

　あまりのことに私は青ざめる。

　これは絶体絶命のピンチかもしれない。

「本当に嫌か？　俺にこうされるの？」

　文也くんは私に尋ねてきた。

　口を塞いでいた手のひらが離れ、私は大きく息を吸い込んだ。

　窒息するほど強い力をかけられていたわけではない。けれど、ドキドキしすぎて、息が止まる。

「嫌……」

　そういう声が、自分でも驚くほどつやめいている。こみ上げてくる羞恥心に、私は思わず顔を背けた。彼の言う通り、私は嘘が下手だ。口では何とかなるけれど、すぐに感情が表に出てしまう。

「その割には物欲しそうな顔をしているぞ」

　文也くんが再びシャンパンを含むと、私の唇に流し込む。さっきよりも大量に送り込まれてきたそれを、私は一気に飲み込んだ。力が抜け、頭の中がぼーっとする。

「文也くん……」

　私の声が自分のじゃないみたいに、とろん、としてきた。

「どうしてこんなことするの。教えて。お願い」

　途切れ途切れの問いかけに、文也くんは即答する。

「夫が妻を可愛がるのは当たり前だろ」

　妻……。

　その言葉に子宮が疼いた。

「新婚ごっこ。お前も楽しめ」

「新婚ごっこ……」

　偽装結婚と聞けば、昼ドラみたいにおどろおどろしいのに、別な言葉に言い換えてみれば、お遊びみたいで気分が浮き立つ。

（違うわ。きっとこれはアルコールのせい……）

　それがわかっているのに、彼に熱い視線で見つめられると、心が昂ぶる。次の行為を期待してしまう。

「行くぞ。真珠」

　立ち上がった文也くんは、私を横抱きにすると歩き出した。

　シャンパンの酔いが回って頭の中がクラクラする。落とされないよう、私は彼の首筋にしがみついた。

　無言で運ばれた先の部屋には、キングサイズのベッドが置かれてあった。ドキドキが止まらない。

　圧倒的に経験値の少ない私だけれど、男と女がベッドの上で、何をするかくらいは当然知っている。

「ねえ、やめて」

「嫌だね」

「お願い」

　柔軟剤の匂いがする、ぴんと張ったシーツの上に横たえられ、私は弱々しく彼に手を伸ばす。すかさずその手を取られ、甲にキスをされた。お姫さま扱いにドキドキする。怖いけれど胸がときめく。鼓動の理由は考えたくない。

「顔が真っ赤だ。こんなにアルコールが弱いなんて、知らなかった。これはむやみに外に出せないな」

　文也くんはそう言いながら、私の腰のあたりをまたぎ膝立ちになる。

「見下ろす体勢、すごくいいな。お前を征服したって気分」

　妙に落ち着いた口振りでそう言うと、文也くんは私のブラのホックを外し、膨らみに手のひらをあてがってくる。

　乳首に彼の指先が触れた。

「あんっ」

　感じいったような声をあげてしまい、私は思わず唇を噛む。

「なるほど。ここが感じるのか」

　文也くんが舌なめずりをする。美味しい獲物を前にした、肉食獣のような荒々しい表情だ。

「ちが……」

「試してみるぞ」

　二本の指で、乳首がやわやわと掘り起こされる。

「ああん」

　駄目だ。声を止めることができない。

　こんな恥ずかしい箇所に、男の指が触れてくるなんて、信じられない。

　首筋に熱い吐息がかかる。

　その瞬間、背中がきゅっと仰け反った。彼の唇が私の首筋を、優しくなぞる。

「やあ……」

　吸い付くような唇の感触に、私は情けない声を上げてしまう。

　これでは気持ちがいいと白状しているようなものだ。

　乳首に触れる指先に感じているのか、耳朶を舐め回す舌の動きに惑わされているのか、のしかかってくる体の厚みに圧倒されているのか、もしくはその全てなのか、私にはよくわからない。

　とにかく、胸がドキドキする。ちゅ、と音を立てて首筋へのキスが繰り返される。

　彼の胸板で、私の乳房が潰される。熱い体が至近距離にあって、胸の鼓動が止まらない。

「お前の肌からいい匂いがしてる」

　耳殻の中まで舌を入れながら、彼が囁きかけてきた。

「そんなこと……言わないで……」

　弱いところを攻められて、首をすくめながら、私はそう訴えた。

「なんで？　褒めてるつもりだけど？」

　彼はちっとも悪びれていない。ざらりとした舌が、顎から鎖骨までの間を舐めおろす。

「ああっ……はっ……」

　与えられる嫌らしい行為に感じて、全身に鳥肌が立ってくる。彼の舌先に肌を暴かれていく感触は、信じられないほど気持ちが良かった。

「お前の立場を今からたっぷりと教え込んでやる」

　いつもは優しすぎるくらいの彼が、強引な態度を見せている。拒まねば、とわかっているのに、体は期待してぞくぞくしている。

「……お願い……もう……喋らないで」

「どうして？」

「息が当たって、変になっちゃう……」

　私の泣きそうな声に、文也くんはふっと微笑んだ。

「それは結構。けど、まだ序盤なのに、これから一体どうなるんだろうな」

　唇が塞がれる。

　長い舌が私の口腔を縦横無尽に這い回る。角度を変えて口づけられ、そのたびにはぁはぁと荒い息を吐いた。頭の中が朦朧とする。彼のペースにハマってしまう。

　巧みなキスであやしながら、文也くんは私の乳首をつまんだ。

「ああ……」

　突先を指の腹で弄られて、鼻から甘い息が抜けていく。

「真珠、可愛い」

　セクシーな声で囁かれ、ひくん、と私の内側が疼いた。

　このままでは心臓の鼓動に気づかれてしまう。そうなったら、何もかもがおしまいだ。恋人にはなれずとも、幼なじみという立場は死守したい。それなのに……。

　膨らみを手のひらで包み込んだ彼は、からかうような口振りでこう言った。

「胸の音、すごいな」

「んっっ……うう……」

「自分でも気づいているんだろ？」

「酔っちゃった……から」

　私はお酒に責任転嫁した。胸のうちをこんな状況で告げたくない。これからもずっと隠し通したい。

「酔うとこんなになるのか。俺のことが好きだからじゃなくて？」

「違うわ！」

　思わず大声を上げると、文也くんは苦笑した。

「言ってみただけだよ。お前の気持ちは十分わかってる。さっき散々振ってくれたもんな。だからこんなに一生懸命なんだよ。柄にもなく。お前を振り向かせたくて必死なんだ」

　乳房を弄んでいる、彼の手のひらが気になって、言葉が耳に入ってこない。

「お前の胸って案外大きいのな。俺の手のひらに吸い付いてくる。それにさ、真珠みたいにきれいな肌だ……」

「お願いだから……そんなこと……言わないで……」

「乳首が硬く尖ってきた。感じてるんだな」

　逐一そうやって実況されると、たまらなく恥ずかしくなってしまう。

「知らないわ」

　はあはあと荒い息を吐きながら、私はそう言い返す。

　胸の尖りが、温かい指先で育てられ、ぴんと天井を向くのがわかる。

　文也くんはおもむろに私の両手を万歳の形に広げ、ボタンをゆっくりと外していく。危険な領域に近づいているのがはっきりとわかった。

「嫌っ」

　私は彼のシャツを握りしめながら訴えた。

「本当に嫌なら、俺をはねのけて逃げろよ。そうしないなら諦めろ」

　にべもない答えが降ってくる。

「そんな……」

　私の心の中は千々に乱れた。文也くんは私の本音を知らない。だからこんな無理を強いるのだ。でも、どうして？

　手慣れた男の手のひらが、スカートの上を這い回る。

　胸元を弄られるのも恥ずかしかったが、下半身となるとなお更だった。

「やっ」

「本当に嫌なら、逃げられるぐらいの力にしてある。お前だってわかっているはずだ」

　自信に満ちた声でそう言われ、私は起き上がろうとした。でも駄目だ。体に力が入らない。

「承知だな」

　文也くんはそう言ってほくそ笑む。

「違うの。体に力が入らないの」

「嘘だ。本当は抱かれたいんだろ？」

「……お願いだから、意地悪を言わないで……」

「恥ずかしがりやだな。まあ、そういうことにしておいてやるよ」

　スカートのファスナーが下される。彼の目の縁が赤くなっているのがわかった。

　私に欲情しているらしい。

　じりじりとスカートを下されて、ショーツがあらわになっていく。なんて淫らな姿だろう。

　大人の階段を上り始めたことに気がつき、ガタガタと体が震え始める。

「怖くない、怖くない。俺がうまくやってやるから」

　あやすような声に、体中が痺れる。

　スカートを脱がされ、ストッキングもおろされてしまう。

「あっ……」

　瞬く間に、ブラも取られ、身につけているものはか細いショーツ一枚になる。

「やっ……やあ……」

　私は太ももを擦り合わせ、彼の視線から恥ずかしい箇所を隠そうとした。

「可愛い下着。もっと見せて」

　吐息混じりの声でそう言われ、右の太ももに彼の手のひらが添えられた。

「恥ずかしいから、見ちゃダメ」

「馬鹿。そんなのもったいないだろ。なあ、これって勝負下着？」

　右サイドに付けられた、紫の花モチーフを弄びながら、文也くんが掠れ声で訪ねてくる。

「違うわ」

「本当かね。男の家に初めてくるのに、意識しないなんてあり得る？」

「それは……」

　うろたえる私を見て、文也くんはにっこりと笑った。

「やっぱり期待してたんだ。じゃあ、うんとサービスしなきゃな」

　足がやわやわとソフトタッチに撫でられる。

「やあっ」

　きわどい部分へと近づいてくる指先に恐怖を覚え、私は小さな悲鳴を上げた。

「おとなしくして。優しく優しくしてやるから」

「でも……」

「お前が本気で嫌だったら、無理はしない。でもそうじゃないだろ……ん……」

　見透かすような瞳が私を見下ろす。私は反論することができない。

「痛いことは何もしない。本当だ。な？」

　おでことおでこをぴったりとつけ、文也くんは語りかけてきた。

「……途中でやめてくれる？」

　そう尋ねた後、羞恥心にいたたまれなくなる。気持ちいいだけの行為なら、続けてほしいと言わんばかりだ。文也くんの表情が和らいだ。

「俺が今までお前に一度でも、嘘をついたことがあるか？」

「あるよ。今だってそうじゃない……」

「本音だけじゃ攻略できない相手なんだから仕方ないだろ」

　文也くんは私の前髪をそっと撫でる。

「約束する。これからはずっと俺がお前を守るから。だからほんのちょっぴりだけ……俺を喜ばせて」

「文也くん……」

「その代わり、うんと気持ちよくしてやる。今まで経験したこともないような、天国に連れて行ってやる。だから……な？」

　魔法でもかけられてしまったみたいに、私はごく自然にこくりと頷いていた。

「いい子だ」

　ショーツのマチの部分に指があてがわれる。文也くんの指が布地越しに、私の最も恥ずかしい箇所へ触れた。

「ああっ……」

　ピクンピクンと背中が痙攣した。

　なんて刺激的な行為なのだろう。

　まだ直接触れられたわけではない。

　それなのに、彼の指が意図を持って敏感な部分を這い回ると、体の中心が熱くなり、全身がしどけなくなってしまう。

「なんか背徳的な感じ」

　布の上から、割れ目の形を確かめるように、文也くんの指が淫靡に動く。

「ああっ……」

「じっとしてろよ」

　文也くんはそう私に言い含めると、ショーツを片手でずり下げた。

「やっ……」

　もう片方の手のひらは、私の乳房を揉みしだいている。

　太もものあたりまでショーツを下げられ、薄い下生えに覆われた、秘密の箇所があらわになる。

「濡れてる」

　ちらりと視線を送り、文也くんはからかうような口調でそう言った。

「誰のせいだと思ってるの……」

　半分泣きそうになりながら、私は言った。

「そんなの俺のせいに決まってるだろ」

　嬉しげに言うと、文也くんは私の両足を、角度をつけて左右に開いた。

「あっ」

　閉じようとしたけれど間に合わず、ショーツまでも抜き取られてしまう。

　ぱっくりと開かれた秘裂を両手で覆い、私は真っ赤になって文也くんを睨む。

「よく見せて」

　手首を持たれ、強引にそこから引き剥がされる。

　そして文也くんは、蜜に濡れた場所に、長い舌を伸ばしてきた。

「えっ……ああっ……」

　生温かいものが、私の最も恥ずかしい部分を舐めあげる。

　じん、とした快感が全身を走った。

「こんなの……ああっ」

　舌の面を使って、感じやすい花びらが丹念にほぐされていく。

　初めての経験に、心臓が飛び出してしまうかと思うくらいドキドキした。

　舌の愛撫を続けながら、文也くんはクリトリスの包皮をつまむ。

　優しいタッチで皮を剥くと、その部分を丹念に刺激し始めた。

「はあう……ううっ……」

　どんなに止めようと思っても、いやらしい声が唇から流れ出してしまう。

　それくらい、彼の舌使いは巧みだった。

「そこ……はっ……ああっ」

　悶えながら下を向くと、私の下腹部を攻めている彼の様子が目に入った。

　こめかみに汗の玉が浮いている。私を悦ばせようと必死なのだ。

　そう気がつくと、ますます気持ちよくなってしまい、蜜液がたらたらと流れて落ちる。

（こんなことをしていていいの……？　私たち、嘘の婚約者なのに……」

　頭の片隅に辛うじて残る、理性の声がそう囁く。行為そのものが嫌なわけじゃない。

　彼から離れられなくなるのが怖かった。

　それでも、開きかけた蜜壺に舌先を入れられ、はしたない匂いの愛液を秘裂全体にまぶされてしまえば、いつしかその声は聞こえなくなってしまった。

「んあっ……ああ……」

　じゅるじゅると音を立てて蜜が吸われ、生気まで吸い取られそうな気がする。

　クリトリスが甘噛みされ、切ないほどの快感が体を駆け巡る。

　肉襞が快感にほころびていく。艶めかしい舌の動きと、時折感じる彼の吐息に目眩がしそうだった。

「ああっ……ああ」

　指の腹で突起を弄られ、淫らな喘ぎが止めどなく私の唇から漏れていく。

「可愛らしい声。もっともっと聞いていたい」

　唇の愛撫は長く続き、下腹部は彼の唾液といやらしい箇所から染み出してくる愛液とが混ざり合い、とんでもないことになっている。

　蜜にまみれた私の中に、舌先がめり込んだ。

「ふあっ……ああっ」

　私の中に、異物が侵入している。

「あんっ、あんっ」

　肉の割れ目に、両生類のような舌があてがわれる。そしてゆっくりと私の内部を暴いていく。声を殺そうとしても、丹念な愛撫に体が蕩けてしまい、どうしようもなくなる。

「ふあっ……ああっ……うう……」

　そこを見られているだけでも恥ずかしいのに、たらたらと愛液がにじみ出ているのが、たまらない。太ももがねっとりとした液に汚されていく。

「甘い味。とっても美味い」

　時折顔を上げ、文也くんが私を賛美する。ピクピクと体が痙攣した。純度の高い官能に身悶えながら、私は荒い呼吸を繰り返す。

「よしよし。いい子だ。もっと素直になって。とても可愛い」

　彼の舌が離れていき、ぎゅっと強く抱きしめられた。

　私だけでなく、彼の胸も早鐘を打っている。

　私の乳首を舌先で転がしながら、文也くんは中指を秘裂へ突き立てた。

「う……うぅ……あっ……くっ……」

「好きだ」

　かすかに彼の声が聞こえた。緊張でとうとう幻聴が聞こえるようになったらしい。

　体内に埋められた異物は、痛みと共に、鋭い快感を与えてくれる。

　彼の細くて長い指。ずっと見つめ続けていたその形を、私は頭の中に思い浮かべた。

　それが、取り憑かれたように、濡れた肉襞を暴いている。

「あああ……はあ……っ」

　乳首がぴんと疼き始める。ずちゃずちゃと体内を抉られながら、私は激しく体を仰け反らせた。

　初めて異物を受け入れた蜜壺の、一番奥の部分から、官能の炎が立ち上り始める。

　ふいに文也くんは指を抜くと、半身を起こした。

「え……？」

　私は驚いて彼を見上げる。子宮が疼く。このままだと気がおかしくなりそうだ。

「今から結婚の条件を言う。納得したなら繰り返せ」

　私はこくこくと頷いた。快感の最中に放置された、体の中心が切ないほど軋んでいる。

　もう一度してくれるのなら、何でも言うことを聞く。今はそんな気分だった。

「出勤と帰宅のときにはハグをする。新婚っぽいだろ？　理解したら繰り返せ」

「出勤と帰宅のときにはハグをする」

　おうむ返しにそう言うと、文也くんは嬉しそうに微笑んだ。

「いいぞ。次。朝食と夕食は一緒に食べる」

「朝食と夕食は一緒に食べる」

「よし」

　そして文也くんは真顔になった。

「愛してると俺が言ったら、お前も愛してると答えるんだ。嘘でもいい。ただの新婚ごっこだよ。振りでいいから……頼む……なあ……」

　さっきと同じ条件だ。

「愛してる」

　まだ何か言おうとしている彼を遮り、私はそう復唱した。

　文也くんの表情が一瞬こわばり、すぐに笑顔へと変わっていく。

「俺も愛してる。最愛の妻にご褒美をあげないとな」

　再び指の刺激が戻ってきた。

「あっ……ああ」

　それは突然やってきて、私を忘我の淵へと追い詰めた。

　彼の指が内部でぐるりと回される。じゅくじゅくと愛液が分泌され、彼の指先を汚していく。

「はうっ……ううっ」

　子猫がむずがるような嫌らしい声を立てながら、私は生まれて初めての絶頂を迎え、そのまま気を失った。










第四話

同居生活











　夢を見ていた。




　中学校の頃まで、私は文也くんにべったりで、毎日のように彼の部屋に遊びに行っていた。

　実家が徒歩圏内だったとはいえ、もう大人だった彼が、五歳も年下の女の子の訪問に、よく付き合ってくれたと思う。でもある日を境にやめてしまった。とてもショックな出来事があったから……。




　金色の髪の女性が頭に浮かぶ。

　思い出したくもない悲しい記憶。




　寝返りを打った瞬間、鼻の頭が何か温かいものにぶつかった。

「ん……」

　顔をしかめながら目を開ける。

　そして、至近距離にある、細められた文也くんの瞳とばっちり視線が合ってしまった。

「え？　ええっ？」

　あまりの衝撃に私は一瞬で目を覚ました。同時に心臓がバクバクする。

　ぶつかったのは彼の腕だ。

　青筋の浮いている、逞しい腕を枕にして、私は眠り込んでいたらしい。

　彼はしれっとした調子で話しかけてきた。

「おはよう。真珠。まだ早いから寝てていいぞ」

「やだ」

　私はケットを手繰り寄せて、すっぴんの顔をガードした。

「おいこら。もったいぶるな。俺様に可愛い顔を見せろ」

　シーツはいたずらな手によって、すぐに剥がされてしまう。文也くんはご機嫌顔だ。全てのことを思い出し、私の顔はゆでダコみたいに赤くなる。

「いつから起きてたの？」

　どんな態度を取ればいいのか決めあぐね、私は平凡な質問を投げかけた。

「随分前から」

「ええっ」

「お前の寝顔、ずっと見てた。可愛かったぞ」

「やめてよ。恥ずかしいでしょ」

　彼に背中を向けようとしたが、両手首を握られて、シーツの上に留め置かれる。馬乗りにされて、心臓が跳ねた。文也くんは上半身裸で、下はスウェットを着ているようだった。私は白いＴシャツを着ている。寝ている間に着替えさせてくれたのだろうか。

「愛してる。真珠」

　目を細めて彼は囁きかけてきた。ぶわっと、体中の血が顔へと上がっていくのがわかる。

「どうして……どうしてそんなこと言うのよ！」

　私は手首を捻って彼の拘束から逃れようとした。だけどちっとも身動きが取れない。

「あのな、この儀式は偽装結婚の数少ない条件のひとつだ。昨日ちゃんと約束したろ」

「そんな約束していません」

「おかしいな。じゃあこれは、何なんだ」

　文也くんは左手で私の両手首をひとまとめにすると、右手でテーブルの上にあるスマホを操作した。

『出勤と帰宅のときにはハグをする。新婚っぽいだろ？理解したら繰り返せ』

『出勤と帰宅のときにはハグをする』

　スマホから流れているのは文也くんと私の声だ。

『いいぞ。次。朝食と夕食は一緒に食べる』

『朝食と夕食は一緒に食べる』

『愛してると俺が言ったら、お前も愛してると答えるんだ。嘘でもいい。ただの新婚ごっこだよ。ふりでいいから……頼む……なあ……』

『愛してる』

　この、甘ったるい声が、自分のものだなんて信じられず、私は両目を見開いたまま、わなわなと体を震わせた。

「ほら見ろ。ちゃんと約束したろ」

　文也くんはスマホをタップすると、にっこりと笑いかけてきた。

「録音してたの!?　ひどいよ！」

「後でしらばっくれられたら困るからな」

「こんなの無効だよ」

「素面だとお前、つまんないね。昨日はあんなに可愛かったのに」

「どうせつまんない女ですよ」

　真っ赤になりながら、スマホを取ろうと手を伸ばすが、文也くんは高く上に上げて楽しそうに囁きかけてきた。

「……他の声も聞いてみる？」

「もしかして、全部録っていたの？」

「さあな。確認したい？」

　私はびくりと体をこわばらせた。昨日のことを思い出す。

　乳首を弄られ下腹部に指を突き立てられ、背中を仰け反らせて激しく喘いだ。

　足の間には、まだ何かが挟まっているような感覚が残っている。

　あの一部始終を、音声で再現されてしまったら。想像しただけでかあっと顔が上気し、私は半泣きで懇願した。

「消して」

「どうしようかな」

「一生のお願いよ」

「……もったいないなー。出張のときおかずにしようと思ったのに」

　文也くんはスマホを操作した。

「取りあえず消した。これで良かった？」

「……ありがとう」

「貸しひとつ。次は俺の言うことを聞く番だ」

　ビクビクしている私を見て、文也くんは微笑んだ。

「今度こそ、ほら。愛してるって言って」

　ゆっくりと顔を近づけながら、彼は甘い声で囁く。

「どうして……」

「そういう約束だ」

「や……」

　吐息がかかるほどの至近距離に顔を近づけられ、心臓が爆発しそうになってくる。

「先に俺が言おうか？　愛してる」

「あ……」

　心を伴わない、かりそめの言葉なのに、体の中心が一気に熱くなってくる。

　それは、相手に伝わってしまったらしい。

　文也くんは私の顔を覗き込むと、嬉しそうにふっと笑った。

「や……」

「怯えた顔、すっごく可愛い」

　強引な態度にそぐわない、優しい褒め言葉。

　彼はずるい。

　意味不明な言動で、私を舞い上がらせてしまうだなんて。

「マジで頭から全部食べたくなる」

　胸の鼓動が速度を増した。

「いや……」

「わかってる。だから昨日も最後まではしなかっただろう……」

「それは……そうなの？」

「覚えていないのか。お前、あんまり気持ちよくなりすぎて、気絶しちまったもんな」

　からかうような口振りでそう言われ、まずまず恥ずかしさにいたたまれなくなる。

「指以外は入れてない。ただ可愛がってやっただけ」

「うう……」

「男が我慢するのって、どれほど大変か知らないだろ」

　そう言うと、文也くんは私の太ももに、下半身を押し付けてきた。

（固い……）

　そこだけがまるで、別の生き物みたいに、熱を持ち、スウェットを突き破りそうな猛々しいオーラを放っている。

「今もお前が欲しくてたまらないよ」

　かすれた声で彼は言う。

　両目を見開いた私の唇に、柔らかい唇が押し当てられた。

　アルコールが抜け、理性はばっちり戻っている。その分羞恥心がすごい。恥ずかしくてたまらない。

　逃れようとしても、すぐにゆるりと挿入される舌に、抵抗する気力を削がれてしまう。

　文也くんは角度を変えながら何度も私の唇を奪い、口腔を舐め上げた。

「んっ……んんっ……ふぅ……」

　彼の唇はとても熱く、舌先の動きは嫌になるほど巧みだった。長い舌がぬるぬると動き、私の舌を絡めとる。

「んっ」

　体全体がジンジンして、首筋に快感による鳥肌が立つ。

　いやいやと手首を捻り続けていたら、今度は手のひらを恋人繋ぎに握りこまれた。

　汗ばんだ手の感触に、息が乱れる。

　私の胸が、彼の胸板に潰される。

　さっきから心臓が爆発しそうだ。ねっとりとしたディープキスに、すっかり翻弄されている。

「んっ……んんっ」

　ようやく唇が離れていき、私の息はあり得ないほど乱れていた。

「小さくて可愛い唇。この口が大好き。キスしたいって何度も思ってた。これからはお互いの口が腫れるほどキスしてやる」

　宣言と共に、彼はベッドからおりた。クローゼットを開けると、手早く通勤スタイルに着替える。

「朝食を作るから、もう少し寝てて」

　私はハッと我に返る。

「文也くん、私、もうそろそろ帰らなきゃ」

「はあ？　お前、マジで何言ってんの？」

　文也くんは首を傾げるとこう告げた。

「お前の家はここ。既に部屋を作ってある。洋服も少しはあるから見てみろよ」

　文也くんは、立てた親指をくいと曲げ、部屋の方向を指し示す。

「じゃ、また後で」

　寝起きだというのに、軽やかな足取りで、文也くんは部屋を出て行った。




　一人きりになると、私は即座にＴシャツをめくった。体の変化を確認しておきたかったのだ。

　乳首の横に赤黒いうっ血がある。

（これってキスマークだよね……唇の形ってわけじゃないんだ……打ち身みたい）

　次は下腹部にそっと触れてみる。ほんのり湿ってはいるけれど、痛みはない。下着は新しいものに変えられている。こんなものまで用意していただなんて、文也くんが空恐ろしくなってくる。

　ドアの隙間から、美味しそうなパンの匂いが漂ってきた。

　ずっと籠城しているわけにもいかず、私は教えられた個室に向かった。

　そこにはクローゼットと小さな鏡台、それからガラステーブルの上に私のバッグが置いてあった。

　文也くんが用意したと言う、私の部屋で間違いない。

　クローゼットの扉を開けてみると、女性用の洋服がたくさん吊されていた。

（高そう……全部ブランドものだわ。どんな顔して買ったんだろ）

　途方に暮れながらも、ほのかな喜びが浮かび上がって来るのは、文也くんが選んでくれたものだからだ。どれもこれもとびきり可愛い。胸が躍る素敵なデザインだった。

　私はピンクのシャツにグレーのスカートを身につけた。両方とも裾にフリルがついている。自分では選ばないフェミニンなスタイルにドキドキした。

　顔を洗ってリビングへ。さっき話したばかりだけれど、朝日の中で顔を合わすのが、とてつもなく気恥ずかしい。

　文也くんはテーブルの上に、パンとサラダの朝食を並べていた。

「……不思議だわ。こんな意地悪な人が、こんなに美味しそうな料理を作っちゃうなんて」

　精一杯の皮肉を投げかけてみたが、文也くんは応えない。

「最愛の妻のためですから。こんなの序の口」

　顔が一気に赤くなる。愛のない結婚に、『最愛』なんて単語を使っちゃ駄目だ。

「新婚ごっこも、度をすぎると火傷するよ」

　私はそう言って彼を睨む。

「火傷ならとっくの昔にしてる。さあ、座れよ」

　促されて仕方なく椅子に腰掛ける。彼もすぐさま横にきた。

「洋服、買ってくれてありがとう。素敵だわ。どこで買ったの？」

「ニューヨーク」

「文也くんの見立て？」

「ああ。お前の顔を思い浮かべながら選んだ。楽しかったぜ」

「……ありがとう」

　もし事情が事情でなかったら、新婚夫婦の微笑ましい語らいにしか見えないだろう。

　しかし実際は……。

　ああ、もう。考え始めると頭が痛い。

「本当に、すぐに帰るからね」

「お前な、せっかく作ったのに、まずは食事を楽しめよ」

　彼はフォークにグリーンリーフを載せ、

「あーんして。食べさせてやる」

　そう言って私の口に近づけてきた。

「い、いいよ。子供じゃないんだから」

「遠慮するなって」

　ちょうどそのとき、私のお腹がグーッと鳴った。

「あはは。ほら、早く」

　文也くんはとても楽しげな笑い声を立てた。

「んもう」

　私は顔を赤らめながら口を開けた。

　野菜の素材そのものと、ソースの味が、じんわりと口の中へ広がっていく。

「美味しい」

「そうだろそうだろ。なんたって俺の思いが、たっぷり入ってますからね」

　半分冗談、半分本気な表情で文也くんは言った。

「ずっと俺はお前の応援団だから。お前の笑顔が見られるなら何だってするぜ」

　大きな手のひらが伸びてきて、私の頭をわしゃわしゃと撫で回す。複雑な気持ちを押しかくし、私は朝食を頬張った。




　食べ終わった頃にチャイムが鳴り、引っ越し業者の二人組が現れた。

　緑色のユニフォームを着た彼らは、「奥さんよろしくお願いします」と私を妻扱いして、せっせと荷物を運び込んでくる。

　クローゼットに、本棚、それからバッグの数々。

「文也くん……！　これ全部私のじゃない」

　私はわなわなと体を震わせた。

「そうだよ。あの辺は民家も少ないし、夜道が暗い。さっさと引き払った方が無難だろ」

　文也くんの言っていることは図星だ。しかし、だからといって、相談もなしに引っ越しを決めるなんてやりすぎだと思う。

「勝手に進めないで」

「相談してたら反対したろ」

「それは……」

「じゃ、俺は会社に行くから。好きなように片付けといて」

　文也くんはそう言うと立ち上がり、玄関に向かった。

「ええっ。ちょっと待って」

　私は慌ててその後を追った。

　文也くんは玄関で素早く靴を履くと、くるりと私に向き直る

「じゃ、行ってきますよ。奥さん」

「本当に勝手なんだから」

「そんなの昔からわかってるだろう。じゃあ、はい、どうぞ」

　文也くんは靴を履くと無言で両手を広げた。

「え？」

「契約内容を忘れたのか？」

（ハグのことだ……）

　ドキンと心臓が跳ね上がり、照れくささの余り顔が真っ赤になってしまう。

「人前ではできません」

　私は唇を尖らせながらそう言った。

「じゃあ、二人っきりのときに、期待してるぞ」

　文也くんは言うと去っていく。

「あ……」

　呼び止めようとすると、運送屋さんが「奥さんちょっと来てもらっていいですか」と離れた場所から声をかけてきた。

「はい」

　私は仕方なくそこに向かった。

　文也くんの靴音が遠ざかるのを、鼓膜の片隅に聞き取りながら。










第五話

新しいスタート











　お任せプランを頼んでいたらしく、運送屋さんはテキパキと運び込んだ荷物を新しい部屋に並べ、短時間で引っ越し作業は完了した。

「ベッドがない……私はどこで眠ればいいの」

　嫌な予感が頭に浮かぶ。とはいえ、鍵もなく、黙って逃げるわけにもいかない。

　洗い物をしたり、拭き掃除をしたりしているうちに十一時をすぎた。

（お昼ご飯、どうしよう……）

　冷蔵庫の中には食材が入ってはいるものの、勝手にキッチンを使っていいものか自信がない。

　と、テーブルの上でスマホが震えた。文也くんからだ。

『俺だ。もうそろそろ片付いた？』

「ええ……あの……！」

『一時半に迎えに行く。少し遅いが、外で昼食を食べよう』

「……なんて店？」

「内緒」

　やっぱりすんなりとは教えてくれない。文也くんはサプライズが好きなのだ。

『一応これ、デートだから。おめかししろよ』

　からかうような声でそう言うと電話は切れる。

（デート……）

　その甘い響きにドキッとした。

　着慣れた洋服で行くべきか、それとも買ってもらった服を選ぶべきか。

　散々悩んだ末、後者にし、白いワンピースをチョイスした。

　文也くんは一時前に帰ってきた。

「やっぱり白か。そうだと思った」

　私の体を舐めるように見ると、文也くんは意味深な笑みを浮かべる。

「どうしてわかったの」

「真珠だから、白」

「変な理屈」

　まじまじと見つめられ、私は頬を赤らめた。

「じゃあ、行こうか」

　肩を抱かれてマンションを出る。

　彼の車で街中を走り、到着したのは、とても意外な場所だった。




　ビジネス街に、すっくとそびえる高層ビル。

　三年前に建てられた、ジュエリストの本社だ。おしゃれな外観が都心の新しいランドマークになると、マスコミに散々取り上げられていたが、実際に足を踏み入れてみれば、その堂々とした佇まいは圧倒的だった。エントランスには、英語が飛びかっている。白衣にネームプレートを下げた男女が多く交ざっていなければ、製造会社というよりセレブ御用達のホテルのようだった。

「ランチって、ここで食べるの？」

　私たちに向けられている、いくつかの視線を意識しながら、文也くんに問いかけた。

「そう」

　文也くんはエレベーターに乗り込むと十六階を押した。

　ジュエリストの中には、たくさんのレストランが入っているはずだ。中には三つ星のお店もある。そのうちのひとつにでも行くつもりなのだろうか。

　エレベーターをおりた瞬間、とても美味しそうな匂いが、私の鼻腔を刺激した。

　広いフロアに、厨房と配膳台、そしてテーブルが並んでいる。

　なんとなく、普通のレストランとは違う気がした。客同士の空気感が近い。

「もしかしてここって」

「そう。ジュエリストの社員食堂」

　私に真っ白なトレーを渡しながら、文也くんは自慢げに教えてくれた。

「すごいわ。おしゃれなレストランにしか見えない」

「一流のシェフと、とっておきの食材。会社を移転したとき、食堂にはこだわった。ただ、かきこむだけの食事なんて味けないだろ。うちの職員なら誰でも好きなだけ食べることができる。野菜から肉、魚まで何だって揃ってる。ここで食事をしている限り栄養不足には絶対ならない」

　私は驚きに両目を見開いた。

　文也くんが社長になってから、様々な改革が行われていたとは知っていた。

　ビルの移転や、広告費の増大など、派手なものだけでなく、スタッフの健康や福利厚生といった、マスコミには取り上げられにくい地味な改革も進めていたらしい。

「立派な社長さんだね」

　心の底からそう告げる。

「だから俺に惚れなさい」

「からかわないでよ」

　彼のざれ言にツッコミを入れていると、

「社長！　お久しぶりです」

　私と同い年ぐらいの男性が、満面の笑顔で近寄ってきた。

「婚約者さんですか？　初めまして」

「初めまして」

　私に挨拶を済ませた後、男性は文也くんに向き直った。

「社長、嬉しそうですね。まあ、当たり前か。大好きな彼女がやっと振り向いてくれたんですもんね」

　爽やかな笑顔でその人は言う。

「え……？」

　戸惑っている私に向かい、年若い彼はこう言った。

「僕、最近好きな子に振られて、かなりわかりやすく落ち込んだんです。そうしたら社長が『今はとにかく仕事を頑張れ。がむしゃらにやってりゃ、ご褒美みたいに恋が実るときもある。俺はそうだった。肝心なのは諦めないことだ』って言ってくれたんです。正直かなり痺れました」

　男性社員は笑顔で続けた。

「社長って、かっこいいじゃないですか。だから僕は、かなり遊んでるのかと思ってたんですよ。それなのに初恋を実らせるなんて、ギャップがありすぎですよ。僕、一生社長についていきます。社長を幸せにしてあげてくださいね」

　そう言うと男性はぺこりと頭を下げ、去っていく。

　私は思わず文也くんを睨んだ。

　私のことをずっと好きだった、なんて。

　そんな嘘、ついちゃダメだと思う。

「ほら見ろ、真珠」

　悶々としていた私の肩を、文也くんがつつく。

　指さされた先に、見知った顔を二つ見つけた。

　珠姫のジュエリーデザイナーたちだ。若者たちに向かって何やら熱弁している。彼らのテーブルを、数人の若者が取り囲んでいた。文也くんが私に囁きかけてきた。

「若いやつは、ＡＩ化以前のやり方を知らないからな。みんな古い技術に興味津々らしい。どうだ？　久しぶりに声をかけてみるか」

「いいえ。いいの。邪魔したくないわ」

　そう言いながら、私はほっと胸を撫で下ろした。

「……良かった……本当に……」

　ちゃんとみんな前に向かって歩いている。

　文也くんのおかげで。




　食事を終えた後、私は文也くんの案内で、ジュエリストの社内を見学した。

　十二階フロアの一角にある、珠姫も見せてもらった。

　どこに行っても私は婚約者として扱われた。

　結婚式の日取りや、新婚旅行の場所、新婚生活などについて何度も聞かれ、次第に気持ちが沈んでいく。ストレートに答えられない罪悪感と、そして虚しさと。

　二つの感情が胸の中を駆け巡っている。

　彼がジュエリストに連れてきてくれたのは、私の不安を払拭させるためだろう。

　珠姫のスタッフたちが、ちゃんと新しい環境に適応しているか、楽しく仕事ができているか、そしてジュエリストに少しはお役に立てているのか……私はずっと知りたがっていた。

　彼に直接聞けなかったのは、あまりにも厚かましいと思ったからだ。買収を進めてくれただけで御の字なのだ。その後のことなど、口出しできる立場じゃない。そんな私の気持ちを察し、さりげなく見せてくれたのだろう。

（こんなに人の気持ちがわかる人が……どうして私の気持ちだけわかってくれないんだろう……？）

　リノリウムの床を一歩下がって歩きながら、私は彼の後ろ姿を見つめていた。

　大きな背中に、思わずしがみつきたくなる衝動を必死で堪える。




　突き当たりで立ち止まると、文也くんは私を振り返った。

「最後にここが社長室。どうぞ。社長夫人さん」

　文也くんは笑うと、重厚なドアを開けてくれる。こんなざれ言に惑わされて、胸がチクチクしているなんて、私はなんて器が小さいのだろう。

　社長室には大きな机と、作り付けの飾り棚、そして黒革のソファがあった。

　文也くんは突然私を正面から抱きしめた。不意打ちすぎて、息が止まる。

「なっ……ここ、会社……」

　両手が緊張にぴんと伸びる。

「知ってるよ。俺が社長なんだから」

　うろたえる私を一蹴すると、文也くんは私の鎖骨のあたりに顔を埋める。空気が甘い。さっきまでとは全然違う。

「ああ、早くこうしたかった……お前さ、可愛すぎるからみんなにジロジロ見られただろう。あれ、やばい。思わず『俺のだ、触るな触れるな、あっちへ行け』と口走るところだった」

　子供じみた声で文也くんは言う。

「みんな、私が本物の奥さんだと思っているから注目してるだけよ。本当は偽装結婚なのに」

　私はぶっきらぼうな声でそう告げた。

「偽装偽装って強調するな。心が折れる。こう見えても、俺は案外デリケートなんだぞ」

　文也くんは顔を背けると、やっと私を解放してくれた。

「デリケートな人が社内でセクハラなんてすると思う？」

「夫が妻を可愛がるのはセクハラとは言いません」

　駄目だ。口ではかなわない。

　私はドキドキしながら彼から離れる。ふと目に入った飾り棚に、見覚えのある紫の箱を発見した。

「あ……これ……」

　思わず、食い入るように見つめてしまう。

「お、覚えてた？」

　文也くんは棚から箱を取り出した。

　ゆっくりと蓋を開ければ、予想通りつやめいた白い玉が現れる。懐かしい思い出の真珠だ。

「これはまだ加工してないんだ」

「そう。特別な玉だからな」

『大切な人にプレゼントするつもり』

　かつて聞いた言葉が頭をよぎる。

　あれから随分長い時間が経っているのに、相変わらずそうなのだ。

　つまり、まだ彼は大切な人に出会っていない。

　私は大切な人ではない。

　胸の中に引き裂かれるような痛みを覚えた。偽装結婚が本格的に始まって、二日足らず。

　だけど限界。耐えられない。

「文也くんって本当にすごいよね。小さい頃からずっと変わらない。目的に向かってまっしぐらなところ尊敬するわ。私とは全然違う。やっぱり私なんかじゃ釣り合わないよ。偽装結婚のお相手を探し直せば？」

「ちょっと待て。何を苛立ってる？」

「だって」

　ちらりと真珠に目をやった後、私は唇を噛み締めた。

　宝物をもらえなかったから拗ねただなんて、絶対に言えない。

　そんなこと言ったらきっと気づかれる。本当の気持ち。ずっと秘めていた彼への思い。

　彼の重荷にはなりたくない。

「……そんなに俺が嫌なのか」

　彼は険しい顔で距離を詰めてきた。

「嫌なわけじゃ……」

　否定しようとして気が変わった。彼をまっすぐにらみ返す。

「嫌だわ。だって私を困らせてばかりなんだもの」

　彼にこのまま嫌われて、放り出されるならその方がいい。

「押したり引いたり、これでも色々試してるつもりなんですけど。お前がちっともなびかないから」

「横暴よ」

「偽装結婚の相手なんて誰が探すか。目の前に最高の女がいるのに、わざわざ無駄なことをする必要ないだろ？」

「最高の女って私のこと？」

「当たり前だろ！」

　怒鳴られて、全身の血液が一気に顔へと上がっていく。

「なんて顔してんだ」

　私は両手を頬に当てて首を振った。

「文也くん、離れて。私、おかしい」

「おい、真珠」

「心臓が止まりそうなの。お願い。私を見ないで」

「それってさ、遠回しに好きって言ってる？」

　彼の放つ雰囲気が再び色っぽいものに変わり、私は慌てた。

「違うわ！」

「本当に？　俺には愛の告白に聞こえたけど？」

　また私はやり方を間違えた。せっかくうまく、対立関係に持ち込めたのに。

　盛大にうろたえながら後ずさり、背中がトン、と壁につく。

　すかさず伸ばされた両手が、私の頭を挟み込んだ。

　二の腕の檻に捕らえられ、心臓がやたらと鼓動を打つ。

　顎を二本の指ですくい取られ、上向かされた。

「口を開けろ」

　文也くんは至近距離まで顔を近づけ、色っぽい声で囁きかけてくる。

　悪魔みたいに美しい目に見つめられ、ドキドキが止まらない。

「ほら。早く」

　命ずる声には迷いがなくて、私は言われるがままに唇を開く。

「よしよし。いい子だ」

　何をされるかわかっているのに、どうしても止められなかった。

　たっぷりと時間をかけて、形のいい唇が近づいてくる。

　そして噛み付くようなキスが落ちる。

　私の精気を吸い尽くしてしまうかのような、激しい口づけに目眩がした。

　歯列を割って長い舌が入ってくる。なんていやらしい行為なのだろう。キスってもっと、爽やかなものだと思っていたのに、実際にされてしまうと、体の内側を暴かれていくような感覚に陥ってしまう。

　いつしか私は目を閉じて、深いキスに応えていた。

　尻のあたりを彼の手が弄る。

「あ……」

　彼が興奮しているのがわかり、私は慌てた。太ももに、硬いものが当たっている。

　昨日無理やり抱かれそうになったときも、そこは固くしこっていた。

　気づかない振りをしていたけれど、本当は、ものすごく心が動いていた……。

　流されてはならないと、私は身をよじって、彼の攻撃をかわそうとした。

　ところが、彼は私の両手をひとまとめにして、頭上の壁に縫い止めると、巧みすぎるキスであやしながら、スカートをずり上げていく。

「ダメ……誰か来る」

「鍵をかけてる。安心しろ」

「……でも気づかれてしまうわ」

「みんな自分の仕事に集中してる。俺たちのことなんて誰一人気にしてないよ」

　本当にそうなのだろうか。彼の言うことは何一つ信用できない。

　スカートがたくし上げられ、か細いショーツがあらわになる。

「お願い、やめて」

「いいや、やめない。お前にはこうした方が良いとわかった」

「どうしてそんな」

「でないと本音を言わないだろう？」

「意地悪」

「俺はお前を可愛がっているだけだ」

　ああ言えばこう言う。本当にかなわない。

「可愛らしい胸だな」

　ブラウスの前立てを左右に開け、文也くんはそう囁きかけてきた。

「本当にやめて。人が来たらどうするの」

「誰も来ない。鍵はかけてある」

「最初から、こうするつもりだったの？」

「さあな。どっちだと思う？」

　ブラに包まれた右の乳房を、大切そうに揉み込みながら、文也くんは私の耳朶をかりりと噛んだ。甘やかな刺激を与えられ、私は背中を仰け反らせる。

「はんっ」

　甘えるような声が唇から漏れた。不本位な行為を強いられているというのに、自分でもちっとも嫌がっているようには見えないと思う。

　ブラを少しずらし、彼の人差し指が乳首に触れた。

「あっ」

「先端が肉に埋もれている。すれてない証拠だ」

　彼の楽しそうな声が鼓膜に響く。温かい指先が乳首を擦り合わせ、快感をこれでもかと与えてくる。

「気持ちがいいんだな。立ってきたぞ」

「これは……違っ」

「違わない」

　乳首の中心をぐりぐりとこねられ、体がびくりと震えてしまう。

　面白いように反応を返してしまう自分が、情けなくてたまらない。

「すぐ顔が赤くなるんだな」

　器用な手つきでブラのホックを外し、剥き出しになった乳房を、文也くんは丹念にこねていく。

「はっ……ああん……」

　くすぐったさと気持ちよさが、同時に押し寄せてきて、私は思わず腰をゆらめかせた。

　彼の手のひらはとても熱く、揉み込む行為はとても淫らで、体の芯が蕩けそうになる。

「はあん……」

「男心をそそる、いい声だ」

　舌の面を使って、顎から鎖骨までを一気に舐めおろし、文也くんはこんもりと盛り上がった乳房をちゅう、と吸い上げた。

「あっ……」

「俺のもんだっていう印」

　彼が言葉を発すると、吐息が感じやすい箇所にかかってぞくぞくする。

　俯くと、乳首の横に付けられたうっ血が目に入る。

　見えないところだとはいえ、すごくいやらしいビジュアルだ。彼の唇がそこに触れ、私の体に小さな痕跡を残したのだと思えば、恥ずかしくて、いたたまれなくなってしまう。確かにこの印は誰かのものであるという証しに見える。

　このままでは彼のペースに巻き込まれてしまう。だってすごく気持ちがいい。彼にされるキスや愛撫には私を蕩かせる魔力がある。

　最高の女だとさっき言われた。驚いてしまった。即席の婚約者が必要で、私が条件的に一番良かったから、声をかけられたのだと思っていた。しかし本当は違ったのだろうか。私のことを、少しは女性として見ていたのだろうか。

　それならば……いっそこのまま流されてみようか。

　彼の周りにいる女性たちの中で、私が何番目なのかはわからないけれど。

「俺に身を任せるんだ。大丈夫。何も怖くないから」

　心の声に応えるかのように、甘い声で彼は囁きかけてくる。それだけで下腹部が濡れてきた。どんなに迷っていても体は正直だ。私はやっと覚悟を決めた。

（契約期間が終わったら、もう二度と恋はしない。だから一生分の思い出を作ろう。これはきっとお父さんが与えてくれた、最後のチャンスだわ）

「ねえ、待って。実は私隠していたことがあるの」

　私は思い切って彼に告げた。

「ん……何？」

　手の甲に口づけながら、文也くんは行為を続けようとする。

　私は両手を突っ張って彼の胸元を押しのけ、涼やかな瞳に視線を合わせた。

「私ね、実は初めてなの。だから……うまくできないかも……こんな年なのに変だよね」

　文也くんは一瞬驚いたように両目を見開き、それから、くくっと声を殺して笑い始めた。

「なぜ笑うの」

「ごめん。そんなの最初から気づいてる」

「え」

「俺を拒んでいたのはそれだけが理由？」

　一瞬のためらいの後、私はこくりと頷いた。

「良かった」

　文也くんは破顔し私の肩口に顔をうずめた。

　彼の体重がかかってくる。どうやら一瞬で脱力してしまったらしい。

「俺が嫌いなんじゃなくて、怖かっただけか。安心したよ。気づけなくてごめんな」

　文也くんは私の頬を慰撫するように撫でた。どうしてこの人は私の言葉で、ここまで一喜一憂するのだろう。まるで本気で愛しているみたいに。

「場所を変えよう。とっておきの場所で君を抱きたい」

　文也くんは私の耳にそう囁きかけてきた。




　再び車に乗せられて、到着したのは都内市高層ビルの一角にある、ゴージャスなホテルのスイートルームだった。

　全面ガラスに映し出される、美しいパノラマビュー。

「きれい……」

　私は窓に張り付くようにして外を眺めた。

　ビルの上空にヘリコプターが旋回している。

　恋人たちが夜景を眺めているのだろうか。

　彼が近づいてくるのが、窓に映ったシルエットでわかる。

　やがて自動でおりてきたカーテンが目前の景色を隠してしまう。

「真珠」

　名前を呼ばれて振り向くと、彼が目を細めて私を見ていた。

　慈愛に満ちたような、優しい目だ。

　激しいキスの後、ブラウスのボタンを外されて、スカートもストンと下に落とされ、私は下着一枚の姿に剥かれてしまう。こういうことをされるのが怖くて、外の景色に夢中になってる振りをしていた。予想通り始まってしまった。もうきっと彼は止まらない。

　はしたない姿で天蓋付きのベッドへと運ばれる。

　アロマの香りがするシーツの上に優しく横たえられ、上からじっと見つめられる。

　まるで宝物を見るような目つきだ。他の女性たちにもこんな表情を見せているのだろうか。そんな言葉が頭の中に浮かんだ瞬間、悲しくなる。駄目だ。結局まだ私は、彼の一番になりたがっている。

　文也くんは一度乗り上げていた膝をベッドからおろすと、私を見つめたままネクタイと白いシャツのボタンを一気に外した。

　逞しい胸板があらわになり、ドクンと心臓が跳ね上がる。

　鋼のように鍛えられた無駄のない体。この体に今から抱かれるのだと思うと、なけなしの勇気がしぼんでいく。

「ごめんなさい……私、やっぱり……」

　両手をクロスして、胸を隠しながら横向きになろうとした。

　ところが、隣に体を滑らせてきた文也くんが、背後からぎゅっと抱きしめてくる。

「逃がさない」

「文也くん」

「お前だって本当は期待してるだろ」

「それは……」

　やっぱり彼には見抜かれていた。もう抱かれることにためらいはなく、不安なのは破瓜の痛みだ。

　みっともない態度を見せて、彼にがっかりされるのが怖かった。

「きっと私、うまくできない……自信がないわ」

「慣れてないことを恥じるなよ。俺のために貞操を守ってきたんだろ」

「別に文也くんのためにとっておいたわけじゃ」

「わかってる。自分で自分に言い聞かせてるんだ。そんなことよりいい加減こっちを向け」

　体をくるりと返されて、至近距離にある彼の目と視線があった。

「お前は本当に可愛い。こうやって近くにいると、ぶっ壊したくなる。それぐらい可愛いってことだ。だけど壊したりしないよ。宝物みたいに大切に大切に抱いてやる」

「文也くん」

　太ももに当たる彼のものは、猛り立つような硬さを誇っていて、興奮しているのだとはっきりわかる。

「行くぞ」

　掠れ声とほぼ同時に唇が重なる。

　甘く舌を吸い上げられ、おずおずと私もそれに応える。

　お互いの唾液を交換し合い、いつしか息が上がっていく。

　さっきの愛撫で立ち上がりかけていた乳首が、再び男の指に弄ばれる。

　じくじくと先端が熱を持つ。

「んっ……んん……」

　キスを終えた彼が、体をずらし、私の乳首をそっとくわえた。

「あうっ……」

「コリコリしてる。感じてるな」

　乳首を甘噛みしながら文也くんが囁く。

「お願いだから……そういうことを言わないで」

　彼の歯が柔らかい部分に当たるたびに、切なすぎる衝動が体の中心を駆け抜けていく。

　まだ触れられてもいないのに、下腹部がいやらしく湿っていく。

「はぁ……ぁ……」

　こんもりと盛り上がった双房を丁寧な手つきで揉み込まれ、息が上がった。

　さっき口づけられた箇所に、舌が這わされる。

「うっ……んん……」

「俺の印。明日にははっきり浮き上がってるだろう」

「あ……」

「俺も証しが欲しいんだよ」

「ああん……んん」

　気持ちよすぎて、彼の声が耳に届かなくなっている。

「マジでいい声……じゃあ、お次は」

　いやらしげな声で予告をすると、文也くんは太ももに手を添えた。

「あっ」

　私は恥ずかしくなって、身をよじる。

　私の下腹部は、とてもみっともないことになっている。

　そのことを知られるのが嫌だった。

「今更恥ずかしがるな」

　文也くんは苦笑し、薄い布地越しの秘裂をそっと撫でた。

「はう……うう……」

「濡れてるな。下着がびちょびちょになってるぞ」

　からかうような声に、私は反論することもできない。

　自分で確かめなくてもその通りだってわかっている。だから知られたくないのだ。

　まだ処女なのに、こんなに期待しているなんて、淫乱すぎると自分でも思う。

「ああ、駄目だな。可愛すぎる」

　文也くんはため息混じりにそう言うと、ショーツを一気に太ももまでおろし、直接そこに指で触れた。

「ああっ」

　一瞬の行為だったので、止めることもできず、私は淫らな動きで這い回る、指の感触に身悶える。

　快感を高めるために、施される行為。開きかけている肉襞を丹念になぞられ、ヒクヒクと体を痙攣させてしまう。

「気持ちいい？」

　花びらを擦り合わせながら、彼が囁きかけてくる。

　私はそれに答えることもできず、必死になって与えられる快感に堪えた。

　彼は乳首を美味しそうに吸いながら、下腹部を執拗に責め立ててくる。

「はあ……ああ……」

　割れ目から蜜が溢れ出していく。

「いい香りがする。お前も十分その気だな」

　ぐじゅぐじゅと淫らな水音を立てながら、粘膜が開かれていく。

　文也くんは私の膝を立てさせ、ショーツを足首から抜き取った。

　最後の一枚を取り去られて、新たな不安が胸をよぎる。

　両足が極限まで開かれて、文也くんが秘密の箇所を覗き込んできた。

「やっ……見ないで」

　こんな明るい場所で、最も恥ずかしい部分を男の視線に晒すだなんて、耐えられないほどの恥ずかしさである。

「ちゃんと見せろよ。お前の体はどこもかしこもきれいなんだから」

「そんなわけない」

　私はいやいやと首を振る。

「素直じゃないな。褒め言葉をたまには受け入れろ」

　楽しげにそう言うと、文也くんは私の手首を握り、ゆっくりと左右に開いてきた。

「ああっ……」

　きっと彼の目の前には、ぱっくりと開かれた割れ目と、溢れ出す蜜がうつっていることだろう。

「恥ずかしい」

　思わず本音が唇から溢れる。

「恥じらってる顔が、すごくいい。興奮する。マジでやばい」

　文也くんは掠れ声でそう言うと、太ももの内側を撫でさすり、淫らな箇所に視線を向けたまま、角度をつけて左右に開いた。

「あっ……」

「貝が真珠を宿しているみたいだな。本当にきれいだぞ。いい加減信じろ」

　恥ずかしい解説を続けながら、文也くんはその部分に唇を寄せた。

　濡れそぼった場所に、長い舌が押し込まれる。

「はうっ……ううっ」

　羞恥心で頭の中がぐちゃぐちゃになる。これは思い出作りのためなのだと、必死で自分に言い聞かせなければ、この場に居続けることなど、できそうにない。

　ところがしばらく堪えてみれば、凄まじい快感が私の脳を占領し始めた。

「はあっ……うあっ……」

　どうしよう。ものすごく気持ちがいい。

　恥ずかしいのに、もっと長く続けてほしいだなんて、自分で自分が信じられない。

「愛してるって言って」

　クリトリスを舐めしゃぶりながら、時々顔を上げ、文也くんはそんな要求をする。

「愛してる」

　私はおうむ返しにそう言った。

　彼の要求に応えなければ、もしかしたら途中で止められてしまうかもしれない。

　それを怖いと思ってしまうほど、与えられる愛撫は心地よく、私を夢の世界へと連れて行く。

「その言葉を聞きたかった」

　文也くんはそう囁くと、私の体をぎゅっと強く抱きしめてきた。彼の声には熱がこもっていて、本当に愛されているような錯覚に陥る。

「そろそろ、いいか」

　いつの間にか、くつろげられていたズボンの前から、猛り立ったものが飛び出している。

　硬い先端が、濡れそぼった入り口に押し当てられ、私の心臓は止まりそうになった。

「怖い？」

　文也くんが心配そうに私の顔を覗き込む。

　頷きそうになった私の目に、天に向かってそそり立つ、彼の屹立が飛び込んでくる。

（こんなになってるのに……まだ私のことを気遣ってくれてる……）

　本当はとても不安だったけれど、私は首を左右に振った。

「そうか。優しくするから、力を抜いて」

　汗に濡れた前髪をそっと分け、文也くんはそう囁きかけてくる。

「ん……」

　こくこくと頷きながら、私はそっと目を閉じた。

　腰が掴まれぐいと引き寄せられる。ビクッと私の体が一瞬震えた。

「心配せずに、俺に身を任せて」

　今度は泣きたくなるほど甘い声。

　彼の立ち上がった屹立が、恥ずかしい部分を擦過する。

　ちょうどいい角度を探っているのだ。

　まだ何も入れられていないのに、緊張で全身に汗が噴き出す。文也くんの言う通り力を抜こうと心では思っているのに、肉体が言うことを聞いてくれない。

　胸元に浮き上がった汗の玉を、突き出した舌で舐めとりながら、文也くんは入り口に屹立をあてがった。

「……あっ……ああ」

　ビクビクと秘裂が痙攣する。そこにメリメリと硬いものが埋められていく。

　まだ先端が少し入っただけなのに、あまりの太さと硬さに、私は息ができなくなった。

「おい、大丈夫か……」

　文也くんが私の顔を覗き込む。

「ん……平気」

　私は弱々しく微笑んだ。

「全く。無理しやがって」

　文也くんは苦笑し、私の唇をそっと塞ぐ。そして丹念なキスであやしながら、ゆっくりと腰を進めてきた。

「んん……んっ……」

　体の内部が、の太いものに押し広げられている。粘膜がぶちぶちとちぎれそうだ。

　だけど初心者の私を気遣って、ゆっくりと行為を進めようとしているのが態度でわかる。

　メリメリと内部を引き裂かれながらも、私は胸を上下させ、必死になってそれを受け入れようと試みた。

「……さすがにきついな。食いちぎられそう」

　口づけを終えた文也くんが、苦しげに言う。

「あっ……ひい……うううっ……」

　一番太いかりの部分を受け入れようとしているのに、狭い入り口が悲鳴をあげていた。

　文也くんのものはあまりにも巨大で、体の中心を串刺しにされているような痛みがある。

　思わず涙をこぼしてしまい、彼の薄い唇がそれを舐めとる。

「悪いな。最初だけは我慢して。すぐに気持ちよくさせてやるから」

　いかにも申し訳ない、というような表情を浮かべて、文也くんが私に謝罪をする。

　答える間もなく、体と体が溶け合うぐらいぴったりと抱きしめられ、挿入されていたものが、一気に奥へと突き入れられた。

「あっ……ああっ……はっ……う……」

　切り裂くような痛みに、私は悲鳴を上げる。

「最後まで入った」

　頬やこめかみに甘いキスを落としながら、彼が囁きかけてきた。

「お願い……もう……抜いて」

　私はとうとう泣き言を言った。でも文也くんは首を左右に振る。

「駄目だ。今抜くと後が辛い」

「でも……」

「まだ気持ちよくなってないだろう？　ちゃんと天国を味合わせてやる」

　そして文也くんは、欲望を中に埋めたまま、ぐるりと内部をかき回した。

「ああっ……」

　激しすぎる動きに悲鳴を上げる。

「お願い、じっとしていて……あ……うう」

　一番大きい部分が、最奥を意図を持って刺激している。初めて男のモノを受け入れた痛みに耐えることに必死で、私は思わずベッドヘッドへとずり上がった。

　でもすぐに腰を持たれて引き戻される。その間も体は繋がったままで、私は息も絶え絶えになる。

「まだ痛いだけ？」

　彼が私の目を覗き込む。私はこくこくと頷いた。

「こうしても？」

　内部から屹立が抜き出される。そして今度は角度を変えて貫かれた。

「あっ……」

　じゅぶりといやらしい音がして、彼のものが戻ってきたとき、私は激しい痛みを予測して身をすくめませた。

　ところが今度は、さっきとは全然違っていた。

　引き伸ばされた肉襞は、今度は異物をあっけなく受け入れた。

「よしよし。大分柔らかくなったな」

　彼は嬉しげにそう言うと、円を描くように腰を回しながら、内部を屹立で埋めていく。

「ああ……はう……」

　さっきまでとは違う、甘えるような声が唇から漏れた。

　文也くんは体を起こすと、私の胸をわし掴みにした。

「はあっ……あああっ……」

　激しいピストン運動と、かすかに湧き上がってきた快感の波に翻弄され、私はたえなる声を上げ続ける。

　子宮に届くほどの突き上げが繰り返し行われ、粘膜を屹立が広げるたびに、激しい痺れが内側から沸き起こった。

「いいぞ。お前のここ、気持ちよく俺を締め付けてる。だんだん慣れてきたな。いい子だ」

　励ますように囁きながら、文也くんは抽送を繰り返す。

　足のつま先から頭のてっぺんまで、ぞくぞくするような快感が通り過ぎていく。

　両足を左右に大きく広げ、彼のモノを受け入れながら、乳房をこねまわされる。

　なんて恥ずかしい行為なのだろう。でも文也くんの言う通り、私は次第に慣れ始めている。

　かり首が抜き出され、すぐにまた入れられる。

　愛液が止めどなく太ももへと垂れていく。

　視線を下に向けると、男の手によって様々に形を変える、私の乳房が目に入った。

　いやらしいビジュアルだが、幸せそうだとも感じてしまう。白い膨らみが誰かに触れてもらっている。大切そうに。宝物みたいに。

「うっ……ううう」

　ずちゃずちゃといやらしい水音が部屋中に響く。私は顔を赤くしながら、彼のピストン運動にあわせていつしか腰を振っていた。

「いい？　いいんだな？」

　文也くんが嬉しげに私を見た。私はこくこくと頷きながら、彼の首筋に手を回す。

　快感の波が激しすぎて、たまらない。それに励まされたのか、律動が早まる。

　凄まじい速度で何度も何度も最奥を突かれ、私の意識が遠のいていく。

「はあ……あ……っああ……んあっ……」

　愉悦と興奮とで、もう頭が回らない。

「一緒に達くぞ」

　柔らかな声で囁かれ、わけもわからず頷くと、突き上げはさらに激しくなった。

「あ……ああ……はあっ……」

　もう理性などどこにも残っておらず、私は快感を追い求める、ただの動物になってしまった。

「愛してる。真珠」

　私の名前を呼びながら、強く抱きしめてくる彼。

　その背中に手を回しながら、私も「愛してる」と言い返した。

　その言葉の意味を考える余裕など、もうとっくに失っている。

　ウエストの細い部分を両手で支え、文也くんはがくがくと私を揺さぶる。

　生まれて初めて経験する、鋭すぎる快感が、子宮から頭頂へと駆け抜けていった。

「あ、あ、ああっ……」

　凄まじい悦楽と心地よさに、私は大きく背中を仰け反らせる。

　どろりと熱いものが内部にまかれ、私もさらなる高みへと押し上げる。

「……可愛い。真珠。俺の大切な宝物」

　彼の声が遠くから聞こえる。

　いつしか私は、意識を手放していた。










第六話

疑惑











　初めて彼に抱かれてから、一週間の月日が流れ、私たちの間には大きな変化が訪れていた。

「ああ、会社に行きたくないな。こんなに可愛い奥さんが家にいるのに、数時間でも会えなくなるのがマジでつらい」

　朝食後に言われた歯の浮くセリフ。

　そう。新婚ごっこがエスカレートしたのだ。私はただひたすら顔を赤らめて、彼のからかいに耐えるばかりだ。

「真珠。愛してる」

　見つめられて囁かれる。

「愛してる」

　俯きながら私は答える。すると文也くんは不満そうな表情を浮かべる。

「もうちょっと心を込めて言えないもんかね。やり直し」

「いやよ」

「どうして」

「感情は契約に入ってないもの」

「お前ってさ、焦らすのが得意だね」

「焦らしてなんか」

「けど、そういうところもすごく好き」

　結局そう言って唇を重ねて、私に何も言えなくさせてしまう。

　さらりと好きだなんて言葉を口にしておいて、本当に彼は何を考えているのかわからない。

　ルーティーンのハグを終わらせ、彼を会社に送り出す。

　まるで本物の新婚さんみたいな私たち。

　それなのに……。

　処女を彼に捧げてから、私は一度も抱かれていなかった。




　クッションを胸の中に抱きしめながら、私は悶々としていた。

　もしかして満足したのは自分だけだったのだろうか。

　文也くんにとってはつまらないセックスだったのだろうか。

　スマホを開いて、いつもの文也くんチェック。

　彼の名前で検索すると、トップ画面に自分の顔写真が上がってきて、私は息が止まるかと思った。

　大学卒業アルバムの顔写真だ。

『初恋を実らせ、ゴールイン間近。ジュエリー王子、一般女性と同棲生活』

　そんなキャプションを眺めながら私はようやく腑に落ちた。

（そうか。今は私との婚約が、スキャンダル以上に、旬なんだ……）

　恐る恐る記事を読んでみる。そして意外なことに気がついた。

　幼なじみ、初恋、一般人という、端的に言えば、地味な女性を選んだ文也くんは、世間から好意的に受け入れられているようだった。

（ギャップに痺れたって、会社の人も言ってたっけ）

　彼が、私を選んだ理由がわかった気がした。

（働こう）

　しみじみとそう思った。こんなふうに、ぐるぐる考え込んでしまうのは、暇だからだ。

　私はパソコンを立ち上げて、求人サイトをチェックした。




「パートに出たい？　別にいいけど急だな」

　夕食の後、文也くんに切り出すと、文也くんは訝しげな表情を私に向けた。

「契約結婚が終わった後のことを考えたいの……今自立の道をみつけなきゃ、きっと私は駄目になっちゃう」

　文也くんはあからさまに顔をしかめた。

「そういう理由なら却下」

「どうして」

「いいか。今は俺だけを見ろ。それも契約のひとつだ。片手間に考えるな」

「片手間なんて思ってないよ」

　私は反論しようとしたが、複雑な胸のうちを打ち明けたところで、仕方がないと思い直す。

「午前中だけでもダメかな。文也くんが仕事をしている間だけ……」

「やめとけ」

　一言そう言うと、文也くんは食後のコーヒーを飲む。

「どうして」

　私は彼の隣に移動した。たちまち腰を引き寄せられ、唇を奪われそうになる。

「待って」

　彼の頬を両手で挟み、その目をじっと凝視する。

「どうして働いちゃ駄目なの。理由を教えて」

「……そんなの簡単だろ」

　文也くんは私の手首を握ると、自分の頬から遠ざけた。

「職場には男がうじゃうじゃいる。せっかく俺のものになったのに、取られたら困る」

「何言ってんの？」

　思いがけない言葉に、私は両目を丸くした。

「大学にだって男の人はいたよ？　珠姫にだって」

「あの頃とは違う。最近のお前は色気が出てきた。危険すぎる」

「馬鹿なこと言わないで」

　私はむっとして言い返す。

「馬鹿はお前だ」

　文也くんは真剣な顔でこう続けた。

「それに結婚したら俺はすぐに子供が欲しい。今から就職するのは、中途半端だろ」

「子供？　それ本気で言ってるの？」

　私は唖然として彼に問いかけた。

「変か？」

「おかしいよ」

　あれから抱こうともしないくせに、と、言えない言葉をぐっと堪える。

「だって私たち、契約結婚でしょ。子供なんてできたら、本当の結婚になっちゃうじゃない」

　私はそう彼に告げた。なんだか、イライラしてしまっている。

　文也くんの雰囲気が暗いものへと変化した。

「嫌なのか？」

　険しい表情に圧倒され、私は思わず視線をそらす。

「もちろんだよ」

「なるほど。そういうことか」

　文也くんはむっとした顔で立ち上がり、リビングから出て行く。

　そしてすぐに戻ってきた。何か光るものを手に持っている。文也くんは私の横に座ると、それを手首に取り付けた。冷たい感触と、カチャリと言う、鍵がかかるような音にはっとする。

「え……」

　私は右手を凝視した。そこには刑事ドラマでよく見るものがあった。しかし色が全然違う。銀ではなく金色だ。

「何これ」

　私は右手を持ち上げ、彼の顔を覗き込んだ。

「ゴールドで作った手錠だよ。お前のための特別製。ちゃんと繋いでおかないと、どこかに飛んでいっちまいそうだからな」

　文也くんはそう言うと、私を膝の上に載せた。

「ね、これ、どういう意味があるの……」

　繋いでおく、などと言ってはいるが、手錠はただ私の手首からだらりと下に垂れているだけで、どこかに拘束されているわけでもない。

「……アクセサリーみたいなもんだよ。けど、雰囲気は出るだろ？」

「雰囲気って？」

「今から調教を始めようかと思って」

　そう言うと文也くんは、私のＴシャツをめくり上げ、首からスポッと抜き取ってしまった。

「きゃっ……」

　久しぶりの色っぽい空気に私の胸はとくんと震えた。

　ブラに包まれた乳房が、背後からの手によって揉みしだかれる。

「俺はさ、一生お前を離さない」

　首筋に口づけながら、文也くんは囁きかけてきた。

「あっ……」

　ゾワゾワと触れられた箇所が痺れを感じ、私は思わず首をすくめる。

「心を手に入れることができないなら、体で繋ぎとめるしかないだろ」

　乳首をつままれ、私は背中を仰け反らせる。

　無防備になった首筋に口づけが落ちた。

　ブラのホックが自然に外れ、ぴんと立ち上がった乳首があらわになる。

「痛い？それとも気持ちがいい？」

　敏感な部分を執拗に責め立てながら、文也くんは囁きかけてきた。

「気持ちがいいわ」

　私は正直にそう答える。子宮がピクンピクンと痙攣し始め、この次の行為を期待しているのがわかる。

「ねえ、これ外して」

　私は手首を持ち上げた。

「ダメ」

「どうして」

「お前にすごく似合っている。俺からの初めてのプレゼントだ。大切にしろ」

「そんな」

　私の顔が赤らんでいく。真珠じゃなくて、ゴールドの、しかもよりにもよって手錠だなんて。

　文也くんは私の足を背後からそっと左右に広げた。

「待って。こんな格好、恥ずかしいよ」

「全部俺のものにしたいんだよ」

「せめて電気を消して」

「駄目だ。俺が見たいんだよ。お前のこと、隅から隅まで」

　フレアースカートが脱がされて床に落ちる。

　レースのショーツは尻の半分までずらされて、とても恥ずかしい格好にされてしまっていた。

　文也くんは剥き出しになった私の秘裂をソフトタッチに撫でさすった。

「ああっ……はっ……ん……」

　あっという間にそこは潤み、グチュグチュといやらしい音を立てる。

　私はピクンピクンと体を震わせ、与えられる快感に堪えた。

「うっ……」

　彼の指に弄られて、強い快感の波が押し寄せてくる。

　逞しい彼の体にぐったりと背中を預け、私は荒い息を吐く。

「お願い。ここじゃいや」

「どうして？」

「ソファが汚れちゃう」

「そんなの気にしなくていい。ここはもうお前の家でもあるんだから」

　甘い声で囁かれ、子宮がきゅっと収縮する。

　結局、私はこれを待っていたのか。淫らなスキンシップを。彼との交わりを。

　背後から口づけられ、唾液を吸われた。

　呼吸がさらに苦しくなり、快感が体の中心からせり上がってくる。

「されるのを嫌がってるくせに感じるなんて、お前は本当にいやらしい女だ」

　甘い声で言いながら、彼は私の中心を指で開いた。

「見てみろよ。お前のここ、俺のを欲しがってびしょびしょになってる」

「そんなこと言わないで」

「心より体の方が正直だろ。もっと素直になれよ」

　私の尻に彼のものが当たっている。

　彼のそこは力を持って、硬く膨れ上がっていた。

　その様子を感じた瞬間、子宮が甘く疼いてしまう。

　彼の指先がクリトリスを捉えた。

「あっ……はっ」

　私の最も感じる場所が包皮を剥かれて、彼の指先がそこに触れた。大切な宝物みたいに触れられて、体の中が砂糖菓子みたいに甘くなってしまう。

「もう駄目。達っちゃう……！」

　私の声も恥ずかしいほど甘くなっていた。

「達けよ。ちゃんと見ていてやるから」

　その声に背中を押されてしまったか、私の腰が大きくグラインドし、体の内側から激しい衝動が沸き起こった。

「くっ……んんっ……ああっ……」

　愛液が洪水のようにあふれてくる。恥ずかしくてたまらないけれども、止まらない。どうしよう。

　ピクンピクンと汗の浮いた肌を波打たせながら、私はそっと唇を噛む。

「すごく気持ちよさそうでしたね。お嬢さん」

　人を食ったような口振りでそう言われ、私ははぁはぁと荒い息を吐きながら言い返す。

「知らない」

「とぼけた顔も可愛いよ」

　もう一度たちかされた後、ベッドに運ばれる。

「ようやく、これを使うことができるな」

　文也くんはそう言うとベッドヘッドの柵に私の手錠をガチャリとはめた。

「悪ノリしすぎよ」

「いつまでも素直にならないお前が悪い」

「そんな」

「感情を込めて愛してると言え」

「いつも言ってる」

「本気で俺に惚れろってことだよ」

　ぶわっと顔が赤くなる。そんなの、とっくに……。

　心の声が漏れそうになり、私は彼から視線をそらす。抵抗と、彼は受け取ったらしい。

「まあいい。すぐにその気になるさ」

　既に開きかけていた秘裂に指があてがわれる。ほんの少し慣らした後、文也くんは私の足を両肩に乗せた。

「やっ……何すんの」

「もっと深く繋がり合おうと思って」

　私をとても恥ずかしい格好に導いた張本人は、しれっとした表情でそう言った。

　赤みを帯びた秘密の箇所を両手でカバーをしたいと思うけれど、右手を繋がれているためままならない。

「扇情的なスタイルもそそる。お前は本当に可愛いよ」

　妙に感情のこもった声で彼は言う。

「からかわないで。お願い。これ外して」

　私は右手を何度も捻りながら訴えた。

「からかったことなんか一度もない」

　文也くんがそう言い、足はシーツの上に戻された。

　真剣な表情で彼はこう話しかけてくる。

「ずっとずっと好きだった。何度も振られてそのたびに諦めようとしたけど無理だった」

　さらりと告げられた文也くんの言葉に、私は両目を見開いた。

「ちょっと待って。何を言ってるの」

　聞き捨てのできないセリフに心臓がときめく。

「私、あなたを振った覚えなんてないわ」

「会うたびに俺と付き合おうって言ってたろ」

「……そんなの冗談としか……だって軽いノリだったし」

「馬鹿。俺はいつだって真剣だったよ」

「だって……」

「ああ、うるさい唇だ」

「んんっ」

　重なってくる唇に、私の声は吸い込まれる。

　挿入される舌の感触に心を震わせながら、私は今言われた言葉を、頭の中で反芻していた

（ずっと好きだったって……本当に？）

　思い起こしてみれば、確かに要所要所で、告白めいたことをされた気がする。

（本当だ……どうしてスルーしていられたの……！）

　自分で自分がわからなくなり、パニック状態に陥ってしまう。

　淡い茂みに彼の屹立が当たっている。の太いものが、私の被肉にめり込んだ。

「や……はぁ……んんっ」

　私のそこは歓迎するかのようにひくついて、逞しい物を中へと招きいれようとしている。

　いつの間にか私の体は、淫乱に作り替えられてしまっている。

　無我夢中になって甘いキスに応え、体を貫く屹立を受け入れる。

「くっ……んんんっ」

　体内に深く埋められたものは、愛液を吸い、次第に質量を増していく。

　最奥を占領されて、ようやく長すぎるキスが終わった

「お前の中はいつも以上に熱い。俺にこうされるの好きなんだろ。隠しても無駄だ。全部わかるんだよ……心じゃなくて、体のことなら」

　答える隙も与えられず、ピストン運動が始まった。

　ゴリゴリと粘膜が削り取られていく。

　羞恥心に顔を赤くしている私に、文也くんは真顔で話しかけてくる。

「ほら素直になってみろ。お前は好きでもない男にこうされて、体を開く淫乱なのか？　違うだろ」

「違う……あっ」

　ひくんひくんと長く続く快感の余韻にたゆたいながら、私は過去の出来事を思い出していた。




　高校二年のバレンタインデー。

　私は手作りチョコレートを届けに彼の家を訪れた。

　サプライズのつもりで、そっと足をしのばせる。

　ところがドアを開けた私が目にしたのは、文也くんが誰かを組み敷いているところだった。

　すぐにパニック状態になり、頭が真っ白になったため、女の人の顔は覚えていない。

　ただ赤くて長い爪と、長い金髪が目に入った。

　私とは全然違うタイプ。

　ドアを閉じ、来たばかりの廊下を引き返す。好きという気持ちを推し隠し、彼の幼なじみポジションで続けようと決意した。それ以上のことは望まない。もう二度と傷つきたくないから。

（だから告白されても、信用しなかったんだ）

　謎が一気に解けていく。



『馬鹿だなあ。真珠。そんなことで心を閉ざしてたのか』

　忘我の淵に落ち込みかけた頭の中で、見知った声が響き渡った。

（お父さん？）

『もっと素直になりなさい。人生いつまで続くかわからんぞ』




　私はハッとして両目を見開く。




「真珠、大丈夫か」

　心配そうな文也くんの顔が目に入った。

　一瞬だけ意識を失ったらしい。

　彼の物は抜かれ、手錠も解かれている。

「文也くん。愛してる」

　私は彼の目を見て言った。自分でも驚くほど感情のこもった声だった。

「え？」

　彼の両目が左右に揺れる。

「……マジか？　もしかして調教がうまくいった？」

　的外れな言葉に、私は思わず笑ってしまう。

「そうじゃなくて……私も、本当はずっとあなたが好きだったの」

　狐につままれたような表情を浮かべる彼が愛しくて、私は逞しい肩に両手を回した。

　彼の気持ちが信じられなくて、ずっと疑心暗鬼だった。

　だけど肝心なのは自分の気持ちだ。彼を心から愛している。そして彼と一緒に抱き合っていられる。そんな奇跡を手放しちゃ駄目だ。

「自分に自信がなさすぎて、随分遠回りをしちゃったわ。でもそれには理由があったの」

　私はきっかけになった出来事について話した。

　パンドラの箱に封じ込め、決して開けないようにしていた、苦い思い出を包み隠さず吐き出した。

「金髪の女……覚えてないな。けど、あの頃はそれなりに遊んでたから……おそらくそういうことがあったんだろう。けど、お前への気持ちを自覚してからは、ずっとお前一筋だよ。嘘じゃない」

　にわかには信じられず、私は早口で質問した。

「ハリウッド女優は？　キスしてたでしょ？」

「商談の後、いきなりだよ。向こうはキスは挨拶だし別に色っぽい意味じゃないと思う……って言うか、あの写真とか、見てたのか」

「うん……毎日文也くんの名前で検索してた……社長になってからずっと……だって気になるもの」

「そうだったのか」

　文也くんは大きなため息をつくと、私の前髪を持ち上げて、真摯な眼差しで私を見た。

「記事に書かれてあるのは全部嘘。俺はお前一筋だから。けど、そう言って安心させるべきだったな。本当にごめん」

「ううん。こっちこそ……」

　文也くんは私をまじまじと見て、なぜか頬を赤らめた。

「けどさ、それってお前が俺に嫉妬してくれてたってことだよな」

「……そうだよ。もう何年も、嫉妬しまくりで、疲れちゃった」

　いじけた口振りでそう言うと、

「嬉しい」

　背中がしなるぐらいぎゅっと抱きしめられる。

「きゃっ」

　私は息が苦しくなって、身をよじった。

「……素直なお前、レアで可愛いな。ダメだ。俺の分身がまた元気になっちまった」

「え？」

　両肩を掴んで距離を取ると、文也くんは囁きかけてくる。

「もう一回抱かせて？　お願い……ダメか？」

　上目遣いに尋ねられ、胸の奥がキュンとなる。

「ずっと放置してたくせに」

「体だけが目的だと思われたくなかった。お前が何よりも大事だから」

「そうだったの……」

　肩の力がふっと抜ける。

「むしろ私の方が……抱いてほしい」

　小声で言うと、文也くんの表情が一変した。

「……このやろう。煽りやがって」

　文也くんは私の体を返し、膝立ちにさせた。私の腰を両手で支え、お尻をぐっと引き上げてくる。

「わわ……なっ」

「じっとしてて」

　獣のようなポーズに私は顔を真っ赤に染めて恥じらった。ようやくお互いの気持ちに気がついたばかりだ。

　しかもまだ私は、行為そのものに慣れていない。

　その上で背後から恥ずかしいところが丸見えの状態にさせられて、頭の中がゆだってしまいそうなほど昂ぶっていく。

　息を乱しながら次の行為を待った。

　すると湿った場所に、今度は彼の舌が這い回った。

「あ……やめて」

　私は思わず腰を引いた。だが、文也くんはそれを許さない。

　ねっとりと熱く濡れた舌先が、しとどに濡れた花びらを清めていく。

　視線を下に向けて足と足の間を眺めると、秘密の玉が赤く充血していくのがわかった。

　彼は下を長く突き出し、後穴からクリトリスまでの一本の線を丹念に擦り上げていく。

「くっ……ふぅ……んっ……あう……はぁ……」

　さっき貫かれたところが熱を持ち、はしたない液体を漏らし続ける。歯をたてる一歩手前のところまで愛撫され、どうにかなってしまいそうだった。

「くっ……んんんっ」

　胸の鼓動が早くなる。

　愛されていると言う自覚が、胸のうちに生まれてくる。

「お願い……もう止めて。また達っちゃうから……」

　涙ぐみながら懇願する。

「なるほど。もっと大きくて太いものが欲しいんだな」

　文也くんは勝手に納得すると、滾った肉棒を私の入り口にあてがい、一気に貫いてきた。

「あああっ……だ……めぇっ……」

　私は甲高い悲鳴をあげてしまう。

「お前の中、痙攣してる。気分が盛り上がっている証拠だ」

　文也くんは気持ち良さげにそう言うと、早速ピストン運動を始める。

　ずちゃずちゃと恥ずかしい箇所を擦られて、えも言えぬ快感が私の体を痺れさせる。

　後ろからされるのは、正常位より刺激的だ。

　固いものが抜き出されるたびに、ぞくぞくとした痺れが全身を駆け巡ってたまらない。

「愛してる。真珠」

　いつもの言葉が耳朶から鼓膜へと流し込まれる。

「私も……愛しているわ」

　文也くんのそこが、今まで以上に太くなり、ピストン運動は激しさを増す。

「ひあっ……ああん」

　繰り返し与えられる歓喜に、下腹部がトロトロに蕩けていく。繋がったまま体を返され唇を奪われた。

「んっん」

　私も舌を思い切り出し、激しいキスに拙いながら応える。唾液を交換させ、上と下の口両方を犯され、気持ちよくてたまらない。

　与えられる刺激に喜び、私の肉癖は屹立を締め上げる。

「ううあ……んっ……くぅ……んっ」

　愛液が止まらず、まるで粗相をしたようだ。

　それでも行為は続けられる。

「ああ……ああ」

　初めて抱かれたときの痛みが嘘だったみたいに、私は彼の体を求めていた。

　やがて屹立は激しい律動を繰り返し、私の内部を甘く抉る。

「もうこれ以上は無理……ああっ」

　とうとう私は音を上げてしまった。

　ぐじゅぐじゅと淫らな水音が、私の興奮を押し上げていく。

　シーツは恥ずかしいぐらいベトベトで、繋がった部分から体全体へと赤みが広がっていく。

　挿入された屹立を中でぐるんと回されて、意識が朦朧としてきた。

　今度こそは気絶しないようにと私は唇を噛み締める。

「愛してる。ずっとずっと離さない」

　狂おしいほどの熱が感じられる呼びかけに、私は高みへと上り詰めた。

「ひあっ……ああっ……」

　びくんと体が自然に跳ね、それと同時に生暖かいものが膣内に吹き出された。

「あああ……は……あぅ」

　熱いしぶきに喜びがこみ上げる。まぶたの裏に白い星が幾つも瞬き、純度の高い官能に目眩がしそうになってしまう。

　文也くんは私の二の腕を掴むと、上半身を一気に引き上げた。

　膝の上に私を乗せて強く抱きしめる。

「二度と離さないからな」

「うん。そうして」

　私は自ら彼に口づけた。湿った唇の感触にぞくぞくする。

　私から仕掛けた拙いキスは、すぐに主導権を握られて、私は再びベッドへ押し倒される。

「せっかく両思いになったんだから、今までとは違うことをしてもらいたいな」

　意味深な目つきに、かすかな不安がよぎる。

「何をすればいいの？」

「ここ舐めて」

　文也くんが目を向けたのは、天井を向いてそそり立つ彼の分身だった。

　怖くて直視を避けていたけれど、改めて見るとすごい迫力だ。

　ゴクリと唾を飲みながら、私は逡巡を繰り返す。

「無理だったらいいぞ。ゆっくりゆっくり、こういうことに慣れればいいから」

　そう言って彼は身を引こうとしたが、私は半身を起こすと髪の毛を耳にかけ、開かれた彼の股間に顔を近づけていく。

「いいのか？」

　驚いたような声が降ってきて、私はこくりと頷いた。

　欲棒が近づくにつれ、獣じみたオスの香りが鼻につく。

　私は胸を高鳴らせながら、そっと亀頭に口をつけた。

「感動するな。お前が俺に奉仕してくれる日がくるなんて」

　文也くんが感じいったように呟く。

　その声に励まされ、私は亀頭の根元までを口に含んだ。

　ぬめった感触が口腔に広がる。

「いいぞ」

　彼の掠れ声が鼓膜に甘く響き渡る。

　塩辛い味わいが口のいっぱいに広がっていき、私は目をつむったまま脈打つ肉棒に舌を這わせた。

　私のお尻が彼の両手に掴まれて、左右に開かれている。私は口をすぼめて筋の浮いた屹立を扱きあげた。

「一生懸命でいじらしいな。後でうんと可愛がってやるからな」

　彼の声が耳に心地よく響き、私は奉仕をエスカレートさせた。

　彼に気持ちよくなってもらいたい。心の底からそう思う。

　口腔で彼のものがピクピクと跳ねる。

「堪能した。サンキュ」

　文也くんは私の口から自分のモノを抜くと、脇の下を持って私を正面に向き合わせた。

「見ろよ。俺の、またこんなになってる」

　私が育てた竿を誇示しながら、文也くんは囁く。

「なんでかわかる？　お前にもう一回入れるためだ」

　文也くんが私の尻たぶを大きく広げた。

「んっ……ふっ……」

　その行為で秘裂までもがぐにゃりと歪む。

「えっ……ああっ」

　私は思わず声を上げる。

「俺の上に乗って」

　容赦ない要求が突きつけられる。

「でも」

　ぬめった赤黒い屹立は、天井に向かいそそり立っている。

「お前のもうひとつのお口で慰めて」

　私は彼の体をまたぎ、そっと屹立に秘裂をあてがった。

　腰を少しずつ落としていくと、欲望がズブズブと私の中心を貫いた。

「んっ……んんっ……ふぅ……」

　体の力が抜けていき、私は彼の首筋に両手を回し、くったりとその胸に顔をうずめる。

「いいぞ。すごく気持ちがいい。俺のがすごい力で締め付けられてる」

　満足気な声で囁くと、文也くんは下から私を突き上げ始めた。

「やっ……やっ……」

　この体勢はちょっときつい。

　今までより深いところまで抉られてしまい、私の体は歓びにおののく。

　びちゃびちゃと蜜のあふれる音がした。こみ上げる羞恥心に、顔が真っ赤になっていく。

「んっ……んんっ」

　先端の太い部分が子宮の入り口に当たっている。文也くんは私のくびれを両手で支え、軽く持ち上げた。そして屹立の上に落とし始める。

「や……はぁ……んんっ」

　目眩がしそうなほどの快感が全身を貫き、狂気じみた太さの彼自身に穿たれる。

　興奮が私の体をしどけなくさせる。

　ぐりぐりと内部を抉られて、私はとうとうすすり泣きを漏らしてしまう。

「ひあ……あっ……はぁんっ」

　痛いのでもなく辛いのでもなく、ただ気持ちが良すぎて泣いてしまうなんて、今まで全然知らなかった。

「真珠、泣き顔、可愛い。好き」

　文也くんは私の顎を上向かせ、唇を重ねてきた。舌と舌を絡ませ合い、揉まれる胸の快感に身を委ねる。

　舌からの突き上げが激しくなる。もうたまらない。

「ふ……はあ……ああ……」

　私は激しい喘ぎを繰り返しながら、自らも腰を振り、与えられる愉悦を思い切り貪った。

「これからもずっと俺だけを愛して。俺の大切な宝物」

　文也くんはせわしなく囁きかけてくる。

「私も絶対に離れないから」

　私はにっこりと微笑んで、与えられる快感に再び身を任せた。










第七話

結婚式











　それから半年がすぎた。




　今日は私と文也くんの結婚式。

　場所は都内の教会だ。参列者なし、マスコミの取材もシャットアウト。

　お互いに両親を亡くしていることもあり、式は天国にいる両親たちだけに見てもらえばいい、という結論に達したのだ。

　ちなみに、お家騒動は文也くんのでっちあげだった。

「そうでも言わないと、お前、オーケーしてくれなかっただろ？」

　しれっとした顔でそう言われ、しばらくはむくれていたものの、私の鈍感さを思い返してみれば、ベストな選択だったと納得した。

　何にせよ、私はとても幸せだ。

　彼のいない人生なんて、もはや考えられない。

「お父さん、お母さん。私、文也くんと結婚するよ」

　協会の待合室に持ち込んだ二人の写真に、私はそう話しかけた。

　ノックの音がして、文也くんが部屋の中に入ってきた。

　白いタキシードは、モデルのようにすらりとした身体によく似合う。前髪をきれいに上げたその顔は、見慣れたものであるはずなのに、あまりに美しくて私は思わず息を呑む。

　彼は入り口で立ち止まると、まじまじと私の顔を凝視した。

「今俺の頭の中には、馬子にも衣装ってことわざがぐるぐる巡っているわけだが」

「ひどい」

　褒められるのかと思いきや落とされて、私は怒った振りをする。

「うそうそ。とってもきれいだ。いつでもお前は俺のお姫さまだよ」

　彼がゆっくりと近づいてくる。

　そしてベールをめくるとキスをした。触れるだけのキス。鳥についばまれているような、優しい感触。

　私の顔は多分真っ赤だ。彼にキスされると平常心ではいられない。結構長く一緒にいるのに、ときめきが止まらないなんて、本当に彼はすごいと思う。

「お前にプレゼントがあるんだ」

　そう言うと文也くんは、ジャケットのポケットから細長いジュエリーボックスを取り出した。

　中から現れたのは真珠のネックレス。

　文也くんの宝物。

「首、少し下に向けて」

「はい」

　ドキドキしながら、私は彼の手で首につけてもらうのを待つ。

「これ、私がもらっていいの？」

「当然だろ。ちゃんとプロポーズしてから渡そうと思ってた。偽装結婚が本当の結婚になったときに。俺がデザインして、珠姫のスタッフに加工してもらった。きれいだろ」

「うん」

　私はそっと、つややかな珠に指を当てる。

「初めて会ったときにさ、世界で一番大切な人にプレゼントするって言ったの、覚えてる？」

「もちろん覚えてるわ」

　だからこそ、もらえないことで嫉妬して、捨て鉢になった。それが二人の仲を近づけたわけだから、この真珠にはある意味、助けてもらったのかもしれない。

「伝えたのはお前だけだ。あの頃からもしかしたら、予感があったのかもな。小学生相手にやばいやつって思うなよ」

　私は喜びを噛み締めながら微笑んだ。

「お互いが運命の相手だったってことでしょ」

「ああ。間違いない」

　文也くんは両親の写真に目を向けた。

「真珠を、この世に生み出してくれてありがとうございます。お二人の分まで、俺が幸せにしますから」

　嬉し涙が頬を伝う。彼が再びキスするために近づいてきて、私はそっと目を閉じる。

　窓から流れ込むそよ風が、二人の門出を祝福しているようだった。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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